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環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

S36W・S37K・D28U
デスクトップタイプ

ファクトリコンピュータシリーズ
仕様

Microsoft® Windows Server® 2016 for Embedded Systems Standard（5 CAL）（64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB High End （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB Value （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC High End (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Value (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Entry (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （32bit 日本語）
Asianux Server 7 == MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit）
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NEC プラットフォーム販売部門
https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail：Gc-cust!mlsig.Kp.nec.com

※1：ファクトリコンピュータSupportPackは、本体の͝ߪ入೔がサービス։࢝೔となりま͢ɻ
※2：ʮ10年間パックʯΛ͝બ୒される場合、対৅装置本体のߪ入時以߱の保守ड付ظ間が10年間にຬた

ない場合は保守ड付ظ間Ԇ௕モデルのબ୒がඞཁで͢ɻ標準モデルの場合、本体のߪ入時఺で、保守
ड付ظ間が10年以上であれ͹2021年2݄຤まで10年間パックΛબ୒できま͢ɻ

※3：FC本体（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）とಉ時ߪ入がඞཁで͢ɻ15年間サポートパックのΈ͔ޙΒߪ入は
できまͤΜɻ

※4：ॕ ೔Λ除くɻٳ定のط೔、౰ࣾࡇ

電源、ܭるたΊに、マβーボード設͢ݱ用్での耐環境性Λ実ۀ࢈
設ܭ΍冷٫設ܭなど24時間連続ՔಇΛ௥ٻしてࠃ内で設ܭ・ੜ࢈ɻ
また、オリジφル仕様の電源、௕ण໋部品（空冷ファン、電源、コンデ
ンサ等）など、ݫ格な基準によるߴ品質部品Λ࠾用ɻさΒに、੡品検ࠪ
はߴ温エージングによるશ数出ՙ検ࠪΛ実ࢪしていま͢ɻ

RAS機能では、FC本体内部のҟৗΛ検知し、システムো֐Λ未વに
防͢ࢭるさま͟まな機能Λఏڙɻシステムの৴པ性ΛさΒにߴΊま͢ɻ

耐環境性とこだわりの信頼性

万Ұのϋードウェアトラブルに΋҆৺なファクトリコンピュータ
SupportPackΛ用ҙɻ以下のサービスと、サポートظ間（3年間/7年
間/10年間※2/15年間※3）͔ Βબ΂ま͢ɻ

ファクトリコンピュータSupportPack※1

Windows® 7モデルは2024年8݄まで、ͦ のଞのOSモデルは2026
年3݄຤までのڅڙΛ保ূɻまた保守ड付ظ間はڅڙऴྃ7ޙ年間

（標準モデル※1）または、10年間（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）がબ୒
可能で͢ɻ

長期供給・長期保守

により、௕時間連続してՔಇܭ用΍空冷構଄設࠾品質な部品のߴ
さͤることが可能で͢ɻ

24時間連続稼働が可能

ファクトリコンピュータSupportPack のৄࡉ৘ใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/index.html Λ͝ࢀরくͩさいɻ

˔標準モデル※1

信頼性をさらに高めるRAS機能※1

本体内部の温度、FAN、電圧、ミラーカード/RAIDカードなど
のϋードウェアঢ়ଶΛࢹ؂しま͢ɻ
また、HDD/SSDのS.M.A.R.T（SelG-Monitoring Analysis 
and Reporting Technology）৘ใΛࢹ؂しま͢ɻ

・ハードウェア状態監視機能

ϋードウェアঢ়ଶΛ定ظతにࢹ؂し、ファイル΁の保存（ロギン
グ）Λߦいま͢ɻまた、ҟৗ検出時にイベントビューア΁の出力
およびࢦ定プログラムのى動Λߦいま͢ɻ

・ロギング機能/異常出力機能

本体の総通電時間΍消໣品の通電時間Λܭଌ ・ࢹ؂しま͢ɻ
・通電時間監視機能

●ソフトウェアRASツールを標準添付※1

拡張キット（FC-1S1LC-001）બ୒時、装置前面のステータス表
示部に16（ࣈ32）ߦ2ࣈのӳ数ࣈでϋードウェア৘ใ（POST、
アラーム）Λ表示しま͢ɻݱ場でのঢ়ଶ೺Ѳ΍保守サポートの
に໾ཱͪま͢ɻࡍ

・ステータス表示LCD（前面）※4

ʮ電源リモートコントロール機能ʯʮ外部デジタル入出力	各1఺)ʯが
ར用可能で͢ɻ

・ 端子台（T1/T2：背面）

トラブルが発ੜした場合、装置ΛNECࢦ定の୐഑ऀۀがҾき取
りに࢕い、मཧ対応ޙฦ٫しま͢ɻ（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、
（ଇ10೔以内※4で͢ɻݪ

● 引取修理（エコノミー）サービス

トラブルが発ੜした場合、શࠃ約360カॴの最دりのサービス
拠఺͔Β、カスタマエンジニアが設置場ॴまで࢕い、෮چमཧΛ
いま͢ɻߦ

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（HDD、SSD）の保守交換時に、交換したディスクΛ࣋ͪ
と͢る出張मཧサービスで͢ɻ࢈ࢿΒͣ、お٬様のؼ

● 拡張キット（FC-1S1LC-001）※3を提供

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2033年3݄

˔保守ड付ظ間Ԇ௕モデル

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2036年3݄

ALARM
BATTERY

ALARM TMP
MB

ALARM FAN
PSU

内容表示

バッテリアラーム

内部温度上ঢアラーム

電源FAN停ࢭアラーム

各アラームΛٙࣅతに発ੜ/解除さͤることができま͢ɻ
システムのアラーム発ੜ時のॲཧ֬ೝに࢖用できま͢ɻņ

・RAS機能チェックツール

（セレクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001）※2

本ボードΛ増設͢ることで、ʮウΥッチドッグタイマ機能ʯʮDC電
源அ検出機能ʯʮ外部入力ࢹ؂機能ʯʮデジタル入出力機能ʯ

ʮ外部通知機能ʯʮFlashROM΁のロギング機能ʯ΍ソフトウェア
RASツールで検出したアラームΛ外部接఺出力しま͢ɻ

・PCI-e RASボード

※1：出ՙ時、ソフトウェアRASツールはインストールされておりまͤΜɻ
用にあたͬてはお٬様でインストールしてくͩさいɻ࢖͝

※2：PCI-e RASボード୯体では動作しまͤΜɻソフトウェアRASツールのインストールがඞཁで͢ɻ
ैདྷのRASボードは࢖用できまͤΜɻ

※3：͝ 除͢ることはできまͤΜɻ࡟/に拡張キットΛ௥Ճޙ入ߪ
※4：ソフトウェアRASツールで検出した৘ใΛ表示さͤるたΊには、

PCI-e RASボード（セクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001)がඞཁとなりま͢ɻ

※1：オプションの保守ड付ظ間3年Ԇ௕D（FC-LS001D）はߪ入できまͤΜɻ

˔エラーコードྫ

ご使用の際は、本体添付の電子マニュアルのʮ使用্の注ҙʯをよくおಡみの্、正しくお使いください。
設置環境条件以外の環境（ਫ、࣪ ́、ؾ こり、༉Ԏなどの多い場所など）に設置しないでください。Րނ、ࡂ障、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関͢る͝஫ҙ

周辺機器一覧表 設置環境条件

˗正ࣜ名称 

˔本製品には、有寿命部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。安定してご使用いただくためには定期తな保कによる部品交換が必要になります。有寿命部品の交換時期の目安は、使用ස度や条件により異なりますので、本体添付の電子マニュアルをご参照ください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計算した場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合
があります。　˔֤種拡張機器/OS/アプリέーションの動作確認については、֤ メーカにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンや詳細機能などは、予ࠂなく変更する場合があります。ͦ れに൐い一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔予ࠂなく固定
ディスクドライブの容量、光学系ドライブなどの଎度を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本ࠃ内でのみ販ചするものであり、当社ではւ外の保कサービスおよび技術サポートは行っておりません。 ˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保क受
付期間中に技術サポートをऴྃする場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外ࠃҝସ及び外ࠃ๵қ法の規定により、規制՟෺などに֘当する場合は、日本ࠃ外に࣋ͪ出す際には、日本ࠃ੓෎の༌出ڐ可ਃ੥など、必要なख続きをお
取りください。詳しくは、マニュアルまたは֤製品に添付しております注ҙ書きをご参照ください。 ˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品ではありませんのでご注ҙください。

˗注ҙ事߲

※Microsoftは、ถࠃMicrosoft Corporation およびͦのؔ࿈会社の঎標です。　※Windows、Windows Sever、Microsoft Edge、Internet Explorerは、ถࠃ Microsoft 
Corporationのถࠃおよびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標です。　※インテル、Intel、Xeon、Intel Core、Celeron、Intel SpeedStepは、アメリカ合ऺࠃおよび/またはͦ のଞの
における Intel Corporation またはͦࠃ の子会社の঎標です。　※Linuxは、Linus Torvaldsࢯの日本およびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標または঎標です。　※Asianuxは、
サイバートラストࣜג会社の日本におけるొ࿥঎標です。　※MIRACLE LINUXの名称およびロΰは、サイバートラストࣜג会社のొ࿥঎標です。 ※本書に記載されている
会社名、঎品名は֤社の঎標またはొ࿥঎標です。　※本書のͦのଞのొ࿥঎標および঎標は、ͦ れͧれの所有ऀにؼ属します。

˗঎標
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用途に応じて選べるCPU。多彩なRAID構成で冗長性や
大容量ストレージも実現。様々な現場のIoTシステムで求められる
機能を備えたデスクトップ型ファクトリコンピュータ。

ैདྷ機通りの上Ґ、下ҐモデルにՃえ、৽たに中ҐモデルΛ用ҙɻ
上ҐモデルS36Wはインテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5（3.60GHz/
4コア）、中ҐモデルS37Kはインテル® Core™ i3-6100 プロセッサー

（3.70GHz/2コア）、下ҐモデルD28Uはインテル® Celeron® プロセッサー 
G3900（2.80GH͉ /2コア）Λ搭載ɻ
S36W・S37Kで最大64GB、D28Uで最大16GBのECC付メモリ搭載が可能
でCPUの༏れた性能Λ最大ݶに発شしま͢ɻ

選べるCPU

各種OSのプリインストールモデルを用意※1

プリインストールOSは、ै དྷより実੷のあるWindows® 7にՃえ、৽たにWindows 
10※2、Windows Server® 2016※3Λ用ҙɻニーズに適したOSબ୒が可能で͢ɻ

以下のプリインストールOSΛબ୒できま͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）※4※3

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）※4※2

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※5※2

 ・WIndows® 7 ProGessional SP1 （32bit※6/64bit※4 ೔本ޠ）
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））※7

● プリインストールOS

お٬様でライセンスΛ含むOSΛ準උし、インストールして͝࢖用いたͩ
くことが可能で͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2012 R2 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2008 R2 SP1 （64bit ೔本ޠ）※8

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※9

 ・Windows® 7 ProGessional SP1 （32bit/64bit ೔本ޠ）※8

 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V6 SP7 （64bit））

●ドライバ提供OS

※1：プリンストールOSਖ਼ࣜ名শは最ऴทΛࢀরくͩさいɻ
※2：Windows 10にͭいてのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরくͩさいɻ
※3：プリインストールOSはEmbeddedライセンスで͢ɻ本੡品には5CALが標準添付されていま͢ɻ
　   ௥ՃCALがඞཁな場合はEmbeddedCALΛ͝用ҙくͩさいɻ
　   D28UはWindows Server® 2016（64bit೔本ޠ൛）プリインストールモデルΛબ୒できまͤΜɻ
রくͩさいɻࢀは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/option/op@sw.html Λࡉৄ   　
※4：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻHDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr 
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※5：Internet Explorer® 11、MicrosoGt Edgeがインストールされていま͢ɻ
　   HDDとSSD（500GB）の場合、パーテーションは
　   ୈ1パーテーション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r
　   ୈ2パーテーション：࢒り（NTFS）
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーテーション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除ٴびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
　   また、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ
※6：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻ HDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：100GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※7：パーティションは、ୈ1パーティション：200MB（eGi）、ୈ2パーティション：976MB（ext4）、ୈ3パーティション：8GB（swap）、
　   ୈ4パーティション：40GB（ext4̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約4GBΛ઎༗ ）r、࢒り（未フΥーマット）ɻ 
、OSのWindows® 7΍Windows Server® 2008 R2 SP1の͝ར用Λ༧定している場合ൢࢢ：8※
　   外付͚DVDドライブΛར用してOSインストールができない場合がありま͢ので、装置構成બ定時、
　　 DVD-ROMドライブ΋しくはDVDスーパーマルチドライブΛ͝બ୒くͩさいɻ
※9：増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ

HDD/SSD、光学系ドライブ、空冷ファン、カレンダ電஑などの各種パーツが容қに交換可能で͢ɻ

イージーメンテナンス設計

●19インチラック取付レールキット
　（オプション：FC-0S1RK-001）

●防塵フィルタ
　（オプション：FC-0S1RR-001）

●筐体カバー操作性改善
　ᝑ体カバーはఱ൘のΈの։ดが可能ɻ
　19インチラック取付レールキット（オプション：FC-0S1RK-001）΍
　19インチラック取付金具（オプション：FC-0S1RK-002）Λ
　実装したままで΋装置内部のメンテφンスが可能で͢ɻ

●フロントカバー

˙装置前面

˙装置背面

˙装置前面
　［S36W］
　［S37K］

˙装置前面
　［D28U］

●空冷用ファン（フロント用）

●フロントフィルタ（添付品） 

●バッテリ

●電源スイッチカバー　
　電源スイッチカバーΛ外͢
　ことによͬて、スイッチカバー
　Λ։ดͤͣに電源ૢ作が
　可能になりま͢ɻ

●スイッチカバー
　前面のスイッチカバーに
　よりૢޡ作Λ防ࢭしま͢ɻ

●ステータス表示LCD
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　アラーム時の装置ঢ়ଶ（エラーՕॴ）および
　通ৗ時の装置ঢ়ଶが֬ೝできま͢ɻ

●フロントマスク
　ディスクドライブ等の౪೉防ࢭ用に
　フロントマスクΛキーでロックできま͢ɻ

●端子台
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　電源リモートコントロール΍、

デジタル入出力のར用が可能で͢ɻ

各部の名称
1̝ 3̝ 4̝ 5̝

8̝9̝1̝01̝11̝21̝31̝4

6̝

7̝

2̝

1̝5 1̝6 1̝7 1̝8 1̝9 2̝0 2̝1 2̝2 2̝3 2̝4

2̝62̝72̝82̝93̝03̝1 2̝5

A̝ B̝ C̝ D̝ E̝ F̝ G̝ H̝ L̝K̝ M̝ N̝

O̝P̝Q̝R̝S̝T̝U̝V̝W̝X̝Y̝Z̝a̝c̝d̝G̝ e̝ b̝

I̝ J̝

˔スイッチカバー
˔電源スイッチカバー
˔ステータス表示LCD※1

˔光学系ドライブカバー
ド̝ライブ4アラームランプ※2

ド̝ライブ3アラームランプ※2

ド̝ライブ2アラームランプ※3

ド̝ライブ1アラームランプ※3

˔ミラーリング/RAIDドライブアラームランプ※3

˔システムアラームランプ
˔ファイルアクセスランプ
˔電源ランプ
˔USBカバー
˔ロック用キーࠩޱࠐ
˔LCDパネルスイッチ
˔DUMPスイッチ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

˔RESTARTスイッチ
˔電源スイッチ
˔光学系ドライブ※4

˔光学系ドライブアクセスランプ
˔光学系ドライブディスクトレイイジェクトボタン
˔光学系ドライブ੍ڧディスクトレイイジェクトボタン
˔ドライブベイ4※5

˔ドライブベイ3※5

˔ドライブベイ2
˔ドライブベイ1
˔空冷用ファン
˔USBコネクタ（1）
˔USBコネクタ（2）
˔ミラーリングアラームブβーON/OFFスイッチ※6

˔カレンダ用バッテリ

˔端子台（T2）※1

˔端子台（T1）※1

˔電源リモートコントロール入力用端子※1

˔電源ステータス出力用端子※1

˔外部電源入力端子※1

˔DO（デジタル出力）端子※1

˔DI（デジタル入力）端子※1

˔空冷用ファン（リア）
˔USBケーブルൈ͚防ࢭ用バンド
˔拡張スロット�7（PCI Express x16 スロット）
˔ᝑ体フック用ロック
˔拡張スロット�5（PCI Express x4 スロット）※7

˔拡張スロット�3（PCI Express x4 スロット）※8

˔拡張スロット�1（PCI Express x1 スロット）
˔拡張スロット�2、�4、�6（PCIスロット）
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（2）

˔USBコネクタ（6）USB3.0
˔USBコネクタ（5）USB3.0
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（1）
˔USBコネクタ（4）USB3.0
˔USBコネクタ（3）USB3.0
˔DisplayPortコネクタ（2）
˔DisplayPortコネクタ（1）
˔デジタルRGB出力コネクタ
˔シリアルコネクタ（2）
˔シリアルコネクタ（1）
˔マイクロホン端子
˔ライン出力端子（ステレオ）
˔ライン入力端子（ステレオ）
˔ओ電源スイッチ
˔AC電源コネクタ（入力用）
˔AC電源ケーブルൈ͚防ࢭ用金具取付部※9

※1： セレクションで拡張キット（FC-1S1LC-001）Λબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※2： Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※3： ミラーリング機能搭載モデル、Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※4： セレクションメニューで、DVDスーパーマルチドライブ、DVD-ROMドライブおよび、非搭載がબ୒可能で͢ɻ
※5： D28Uモデルには搭載されまͤΜɻ
※6： ミラーリング機能搭載モデルΛબ୒された場合ར用可能で͢ɻ
※7： スロット形ঢ়はPCI Express x8
※8： スロット形ঢ়はPCI Express x16
※9： ACケーブル固定金具は、オプション（FC-000RK-001）で͢ɻ

17 

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

a

b

c

d

e

G

˙装置前面

˙装置背面

豊富な拡張性と充実したインタフェース

多彩なファイル構成が可能

SATA仕様500GB HDDにՃえ、大容量2TB HDD、100GB SSD、500GB 
SSD΋બ୒可能で͢ɻ
Advanced RAIDモデルではSAS仕様の600GB HDD΋બ୒できま͢ɻ

● ディスクの種類

PCI Express（x16）スロットΛ1スロット、PCI Express（x4）※2スロット
Λ2スロット、PCI Express（x1）スロットΛ1スロット、合ܭPCI Express
Λ4スロット用ҙɻまたPCIスロット΋3スロット用ҙしていま͢ɻ

● 拡張スロット※1

シリアルポートΛ2ポート標準装උɻまた、シリアルポート増設コネクタ
（FC-1S1SR-001）Λબ୒͢ることで2ポート௥Ճ、合4ܭポートར用が
可能で͢ɻ※3

● シリアル

DisplayPortΛ2ポート、DVI-DΛ1ポート標準装උɻ3ը面のマルチ表示
が可能ɻ1ը面あたり4K（3840×2160ドット※4）表示が可能で͢ɻ
オプションでDisplayPortΛDVIに変換͢るDP-DVI変換コネクタ

（FC-0P0DP-001）と、DisplayPortΛVGAに変換͢るDP-VGA変換
コネクタ（FC-0P0DP-002）Λ用ҙしていま͢ɻ　

● ディスプレイ

ैདྷ機ಉ様、ミラーリング機能搭載モデルΛ用ҙɻ本体電源ΛONにした
まま、システムのӡ用ΛとΊͣ、ނোしたディスクΛ交換できるホットス
ワップ機能Λඋえていま͢ɻ

●ミラーリング機能搭載モデル※1

ディスクΛ最大4台実装可能ɻRAID構成はRAID1にՃえ、RAID5/6/10
Λ޻場で構ஙして出ՙしま͢ɻまた、༧උのディスク͔Βࣗ動తにRAIDΛ
構ஙできるホットスペア΋બ୒可能で͢ɻ࠶

● Advanced RAIDモデル（S36W・S37Kのみ選択可能）※2

※1：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻҟなるディスクのࠞ࡟/にミラー機能Λ௥Ճޙ入ߪ
※2：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻSASドライブ、SATAドライブのࠞ࡟/にRAID機能Λ௥Ճޙ入ߪ
　　 RAID構成のৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/raid.pdG Λࢀরくͩさいɻ
　　 Windows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1、LINUX（MIRACLE LINUX V6 SP7）はAdvanced RAID
       モデル未対応で͢ɻ　

※1：19インチラック取付金具と19インチラック取付レールキットはಉ時に࢖用できまͤΜɻ

※1：拡張スロットのৄࡉは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/slot.pdG ࢀরくͩさいɻ
※2：スロット形ঢ়は拡張スロット�3がPCI Express x16、拡張スロット�5がPCI Express x8で͢ɻ
　   Advanced RAIDモデルはRAIDカード࢖用のたΊ、拡張スロット�5Λ઎༗しま͢ɻ
※3：シリアルポート増設コネクタ（FC-0E0SR-001）でシリアルポートΛ増設͢る場合、BIOSの設定変ߋがඞཁで͢ɻ
　   シリアルポート増設コネクタの増設は1ͭのΈで͢ɻ
※4：DisplayPort࢖用時の最大解像度ɻDVI-D࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ
　   また、DP-DVI変換コネクタ、DP-VGA変換コネクタ࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ

DISK 1

DISK 2 RAID 5

ホットスペア

DISK 3

DISK 4

ྫ1：RAID 5＋ホットスペア

DISK 1

DISK 2
RAID 1

DISK 3

DISK 4

RAID 10

RAID 1

ྫ2：RAID 10

ディスク4台で、RAID 5 +ホットスペアやRAID 10などの構成が可能

˔ ࣸਅは拡張キット（FC-1S1LC-001）搭載モデルです。

ディスク構成 （モデルબ定ޙ、ドライブΛબ୒）

メモリ
ຕ数

［ຕ］

FC-1S1MR-004（容量4GB×1）
FC-1R1MR-008（容量8GB×1）
FC-1S1MR-016（容量16GB×1）

S36W/S37Kのメモリ総容量 D28Uのメモリ総容量
4GB 8GB 16GB 32GB 64GB 4GB 8GB 16GB

※1：Windows 10は装置により型番および正ࣜ名称が異なります。Windows 10の正ࣜ名称は最ऴページの注ऍを参照ください。
※2：Windows® 7 Professional SP1（32bit 日本語）選定時、メモリは4GB×1枚のみの選択となります。
　   なお32bit版OS利用時は、最大搭載メモリ容量は4GBでPCIデバイスなどのメモリアドレス空間と競合するため実際に利用可

能なメモリ容量は約2.15GBまでとなります。
※3：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、増設LAN

ボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）は利用できません。
※4：市販OSのWindows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1のご利用を予定している場合、外付けDVDドライブを利用し

てOSインストールができない場合がありますので、装置構成選定時、DVD-ROMドライブもしくはDVDスーパーマルチドライブ
をご選択ください。

※5：Windows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1、MIRACLE LINUX V6 SP7（64bit）では、Advanced RAIDモデルは
未対応です。Windows® 7プリインストールモデルおよびOS未添付モデル選択時はご注ҙください。

※6：フリーセレクションで選定する枚数は表1を参照ください。D28Uの場合、メモリ૯容量は16GBまで選択可能です。
※7：OSプリインストールモデル選択の場合、ディスクレス（FC-1S1BL-199）は選択出དྷません。
※8：ผ్オプションでディスク増設も可能です。

※9：Advanced RAIDモデルはRAIDボード使用のため、拡張スロット#5を占有しています。
※10：�RAID構成/ディスク台数�のディスク台数とಉ数選択してください。Քಇ૯容量（目安）については、
         https�//Kpn.nec.com/fc/fcpro@series/s36w/pdf/raid.pdf を参照ください。
※11：̍ つのみ選択可能です。
※12：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは未サポートです。
※13：S36Wのみ選択可能です。Winodows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1は未サポートです。

表1：メモリ総容量とメモリセレクション数（޻場出ՙ時は以下͔Βબ୒してくͩさい）

フリーセレクション　※フリーセレクションでఏ示している型൪の୯品ߪ入はできまͤΜɻ

1 フレームモデル
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

保守受付期間延長モデル

FC-S36W-L

標準モデル

FC-S36W-S

プリインストール
OS

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

選択なしPCI-e RASボード
（スロット＃1 PCI-e×1接続）

FC-1S1AS-001
増設LANボード
（1000BASE-T ４ch）
（スロット#3 PCI-e×4接続）

FC-1S1LA-002※11※12
増設LANボード
（10GBASE-T 2ch）
（スロット＃7 PCI-e×8接続）

FC-1S1LA-003※13

DVDドライブ
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DVD-ROMドライブ

FC-1S1DR-001
DVDスーパーマルチドライブ

FC-1S1DV-001
非搭載（カバー付）

FC-1S1ＤB-099

拡張キット
（୒Ұでબ୒ඞਢ） ステータス表示、汎用DI/DO、

リモートON/OFF搭載

FC-1S1LC-001
非搭載(カバー付)

FC-1S1LC-099

シリアルポート増設コネクタ
（2ch）（スロット＃6 PCI接続）

FC-1S1SR-001※11

メモリ※2※6
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DIMM 4GB（4GB×1）

FC-1S1MR-004
DIMM 8GB（8GB×1）

FC-1S1MR-008
DIMM 16GB（16GB×1）

FC-1S1MR-016

FC-1S1SS-001※1 FC-1S1SS-002※1

Windows® 7 Professional 
SP1（64bit 日本語版）

Windows® 7 Professional 
SP1（32bit 日本語版）

FC-1S1SS-003 FC-1S1SS-004※2

Windows Server® 2016
（64bit 日本語版）

FC-1S1SS-005

選択なし

RAID構成/
ディスク台数

A
d
v
a
n
c
e
d
R
A
I
D
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

シングルディスク
［ディスク台数 1］

FC-1S1RA-001

RAID 1
［ディスク台数 2］

FC-1S1RA-011

RAID 1＋ ホットスペア
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-012

RAID 5
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-051

RAID 5＋ ホットスペア
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-052

RAID 5
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-053

RAID 6
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-061

RAID 10
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-101

ディスク種別※10
（୒Ұでબ୒ඞਢ） SATA SSD 100GB（100GB×1）

FC-1S1SD-001

SATA  SSD 500GB（500GB×1）

FC-1S1SD-002

SATA HDD 500GB（500GB×1）

FC-1S1HD-001

SATA HDD 2TB（2TB×1）

FC-1S1HD-002

SAS HDD 600GB（600GB×1）

FC-1S1HD-003

ドライブベイ１

シ
ン
グ
ル
モ
デ
ル
•
デ
ィ
ス
ク
レ
ス
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-101

シングルディスク
SATA SSD 500GB×1

FC-1S1SD-102

シングルディスク
SATA HDD 500GB×1

FC-1S1HD-101

シングルディスク
SATA HDD 2TB×1

FC-1S1HD-102

ディスクレス
（ドライブベイカバー付）

FC-1S1BL-199※7

ドライブベイ2
（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク増設

SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-201

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-202

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-201

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-202

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-299

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル

ミラーリング
SATA SSD 100GB×2

FC-1S1SD-111

ミラーリング
SATA SSD 500GB×2

FC-1S1SD-112

ミラーリング
SATA HDD 500GB×2

FC-1S1HD-111

ミラーリング
SATA HDD 2TB×2

FC-1S1HD-112

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 D28U用

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ１・2
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-S37K-L

標準モデル

FC-S37K-S
Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）

Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-D28U-L

標準モデル

FC-D28U-S
Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

※5
※9

PCI Express
拡張スロット

PCI 拡張スロット
（೚ҙでબ୒）

（೚ҙでબ୒）

2

3

4

5

6

7

8

ᶃ～ᶇは୒Ұでબ୒ɻᶈはモデルબ定ޙ、ドライブ・ディスクΛબ୒ɻᶉᶊは೚ҙでબ୒ɻのॱ൪でフリーセレクションよりબ୒くͩさいɻ

●19インチラック取付金具※1

　（オプション：FC-0S1RK-002）

˔性能ൺֱ※1

S36W

S35W※2

S22U※2

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5 （3.60GHz）

インテル® Celeron® プロセッサー G3900 （2.80GHz）

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v3 （3.50GHz）

D28U
インテル® Core™ i3-6100 プロセッサー （3.70GHz）

S37K

インテル® Celeron® プロセッサー G1820TE （2.20GHz）

※1：౰ࣾ੡品搭載時でのൺֱɻ౰ࣾௐ΂ɻ　※2：ै དྷ機ɻ

低 高

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-007※1※3 FC-1S1SS-008※1※3
S36W用 S37K用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-009※1※3
D28U用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1S1SS-006 FC-1S1SS-099※4※5
S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用
MIRACLE LINUX V7 SP2
（64bit）

1 2 1 2－ －－ －－ －－ －
－ － － －2 21 1－ －－ －
－ － － － － －－ 1 － 12 4
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環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

S36W・S37K・D28U
デスクトップタイプ

ファクトリコンピュータシリーズ
仕様

Microsoft® Windows Server® 2016 for Embedded Systems Standard （5 CAL）（64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB High End （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB Value （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC High End (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Value (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Entry (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （32bit 日本語）
Asianux Server 7 == MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit）
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NEC プラットフォーム販売部門
https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail ： Gc-cust!mlsig.Kp.nec.com

※1：ファクトリコンピュータSupportPackは、本体の͝ߪ入೔がサービス։࢝೔となりま͢ɻ
※2：ʮ10年間パックʯΛ͝બ୒される場合、対৅装置本体のߪ入時以߱の保守ड付ظ間が10年間にຬた
　　ない場合は保守ड付ظ間Ԇ௕モデルのબ୒がඞཁで͢ɻ標準モデルの場合、本体のߪ入時఺で、保守
　   ड付ظ間が10年以上であれ͹2021年2݄຤まで10年間パックΛબ୒できま͢ɻ
※3：FC本体（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）とಉ時ߪ入がඞཁで͢ɻ15年間サポートパックのΈ͔ޙΒߪ入は
　　できまͤΜɻ
※4：ॕ ೔Λ除くɻٳ定のط೔、౰ࣾࡇ

電源、ܭるたΊに、マβーボード設͢ݱ用్での耐環境性Λ実ۀ࢈
設ܭ΍冷٫設ܭなど24時間連続ՔಇΛ௥ٻしてࠃ内で設ܭ・ੜ࢈ɻ
また、オリジφル仕様の電源、௕ण໋部品（空冷ファン、電源、コンデ
ンサ等）など、ݫ格な基準によるߴ品質部品Λ࠾用ɻさΒに、੡品検ࠪ
はߴ温エージングによるશ数出ՙ検ࠪΛ実ࢪしていま͢ɻ

RAS機能では、FC本体内部のҟৗΛ検知し、システムো֐Λ未વに
防͢ࢭるさま͟まな機能Λఏڙɻシステムの৴པ性ΛさΒにߴΊま͢ɻ

耐環境性とこだわりの信頼性

万Ұのϋードウェアトラブルに΋҆৺なファクトリコンピュータ
SupportPackΛ用ҙɻ以下のサービスと、サポートظ間（3年間/7年
間/10年間※2/15年間※3）͔ Βબ΂ま͢ɻ

ファクトリコンピュータSupportPack※1

Windows® 7モデルは2024年8݄まで、ͦ のଞのOSモデルは2026
年3݄຤までのڅڙΛ保ূɻまた保守ड付ظ間はڅڙऴྃ7ޙ年間

（標準モデル※1）または、10年間（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）がબ୒
可能で͢ɻ

長期供給・長期保守

により、௕時間連続してՔಇܭ用΍空冷構଄設࠾品質な部品のߴ
さͤることが可能で͢ɻ

24時間連続稼働が可能

ファクトリコンピュータSupportPack のৄࡉ৘ใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/index.html Λ͝ࢀরくͩさいɻ

˔標準モデル※1

信頼性をさらに高めるRAS機能※1

本体内部の温度、FAN、電圧、ミラーカード/RAIDカードなど
のϋードウェアঢ়ଶΛࢹ؂しま͢ɻ
また、HDD/SSDのS.M.A.R.T（SelG-Monitoring Analysis 
and Reporting Technology）৘ใΛࢹ؂しま͢ɻ

・ハードウェア状態監視機能

ϋードウェアঢ়ଶΛ定ظతにࢹ؂し、ファイル΁の保存（ロギン
グ）Λߦいま͢ɻまた、ҟৗ検出時にイベントビューア΁の出力
およびࢦ定プログラムのى動Λߦいま͢ɻ

・ロギング機能/異常出力機能

本体の総通電時間΍消໣品の通電時間Λܭଌ ・ࢹ؂しま͢ɻ
・通電時間監視機能

●ソフトウェアRASツールを標準添付※1

拡張キット（FC-1S1LC-001）બ୒時、装置前面のステータス表
示部に16（ࣈ32）ߦ2ࣈのӳ数ࣈでϋードウェア৘ใ（POST、
アラーム）Λ表示しま͢ɻݱ場でのঢ়ଶ೺Ѳ΍保守サポートの
に໾ཱͪま͢ɻࡍ

・ステータス表示LCD（前面）※4

ʮ電源リモートコントロール機能ʯʮ外部デジタル入出力	各1఺)ʯが
ར用可能で͢ɻ

・ 端子台（T1/T2：背面）

トラブルが発ੜした場合、装置ΛNECࢦ定の୐഑ऀۀがҾき取
りに࢕い、मཧ対応ޙฦ٫しま͢ɻ（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、
（ଇ10೔以内※4で͢ɻݪ

● 引取修理（エコノミー）サービス

トラブルが発ੜした場合、શࠃ約360カॴの最دりのサービス
拠఺͔Β、カスタマエンジニアが設置場ॴまで࢕い、෮چमཧΛ
いま͢ɻߦ

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（HDD、SSD）の保守交換時に、交換したディスクΛ࣋ͪ
と͢る出張मཧサービスで͢ɻ࢈ࢿΒͣ、お٬様のؼ

● 拡張キット（FC-1S1LC-001）※3を提供

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2033年3݄

˔保守ड付ظ間Ԇ௕モデル

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2036年3݄

ALARM
BATTERY

ALARM TMP
MB

ALARM FAN
PSU

内容表示

バッテリアラーム

内部温度上ঢアラーム

電源FAN停ࢭアラーム

各アラームΛٙࣅతに発ੜ/解除さͤることができま͢ɻ
システムのアラーム発ੜ時のॲཧ֬ೝに࢖用できま͢ɻņ

・RAS機能チェックツール

（セレクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001）※2

本ボードΛ増設͢ることで、ʮウΥッチドッグタイマ機能ʯʮDC電
源அ検出機能ʯʮ外部入力ࢹ؂機能ʯʮデジタル入出力機能ʯ

ʮ外部通知機能ʯʮFlashROM΁のロギング機能ʯ΍ソフトウェア
RASツールで検出したアラームΛ外部接఺出力しま͢ɻ

・PCI-e RASボード

※1：出ՙ時、ソフトウェアRASツールはインストールされておりまͤΜɻ
用にあたͬてはお٬様でインストールしてくͩさいɻ࢖͝　　
※2：PCI-e RASボード୯体では動作しまͤΜɻソフトウェアRASツールのインストールがඞཁで͢ɻ
　　ैདྷのRASボードは࢖用できまͤΜɻ
※3：͝ 除͢ることはできまͤΜɻ࡟/に拡張キットΛ௥Ճޙ入ߪ
※4：ソフトウェアRASツールで検出した৘ใΛ表示さͤるたΊには、
　　PCI-e RASボード（セクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001)がඞཁとなりま͢ɻ

※1：オプションの保守ड付ظ間3年Ԇ௕D（FC-LS001D）はߪ入できまͤΜɻ

˔エラーコードྫ

ご使用の際は、本体添付の電子マニュアルのʮ使用্の注ҙʯをよくおಡみの্、正しくお使いください。
設置環境条件以外の環境（ਫ、࣪ ́、ؾ こり、༉Ԏなどの多い場所など）に設置しないでください。Րނ、ࡂ障、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関͢る͝஫ҙ

周辺機器一覧表 設置環境条件

˗正ࣜ名称 

˔本製品には、有寿命部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。安定してご使用いただくためには定期తな保कによる部品交換が必要になります。有寿命部品の交換時期の目安は、使用ස度や条件により異なりますので、本体添付の電子マニュアルをご参照ください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計算した場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合
があります。　˔֤種拡張機器/OS/アプリέーションの動作確認については、֤ メーカにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンや詳細機能などは、予ࠂなく変更する場合があります。ͦ れに൐い一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔予ࠂなく固定
ディスクドライブの容量、光学系ドライブなどの଎度を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本ࠃ内でのみ販ചするものであり、当社ではւ外の保कサービスおよび技術サポートは行っておりません。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保क受
付期間中に技術サポートをऴྃする場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外ࠃҝସ及び外ࠃ๵қ法の規定により、規制՟෺などに֘当する場合は、日本ࠃ外に࣋ͪ出す際には、日本ࠃ੓෎の༌出ڐ可ਃ੥など、必要なख続きをお
取りください。詳しくは、マニュアルまたは֤製品に添付しております注ҙ書きをご参照ください。　˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品ではありませんのでご注ҙください。

˗注ҙ事߲

※Microsoftは、ถࠃMicrosoft Corporation およびͦのؔ࿈会社の঎標です。　※Windows、Windows Sever、Microsoft Edge、Internet Explorerは、ถࠃ Microsoft 
Corporationのถࠃおよびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標です。　※インテル、Intel、Xeon、Intel Core、Celeron、Intel SpeedStepは、アメリカ合ऺࠃおよび/またはͦ のଞの
における Intel Corporation またはͦࠃ の子会社の঎標です。　※Linuxは、Linus Torvaldsࢯの日本およびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標または঎標です。　※Asianuxは、
サイバートラストࣜג会社の日本におけるొ࿥঎標です。　※MIRACLE LINUXの名称およびロΰは、サイバートラストࣜג会社のొ࿥঎標です。　※本書に記載されている
会社名、঎品名は֤社の঎標またはొ࿥঎標です。　※本書のͦのଞのొ࿥঎標および঎標は、ͦ れͧれの所有ऀにؼ属します。

˗঎標
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用途に応じて選べるCPU。多彩なRAID構成で冗長性や
大容量ストレージも実現。様々な現場のIoTシステムで求められる
機能を備えたデスクトップ型ファクトリコンピュータ。

ैདྷ機通りの上Ґ、下ҐモデルにՃえ、৽たに中ҐモデルΛ用ҙɻ
上ҐモデルS36Wはインテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5（3.60GHz/
4コア）、中ҐモデルS37Kはインテル® Core™ i3-6100 プロセッサー

（3.70GHz/2コア）、下ҐモデルD28Uはインテル® Celeron® プロセッサー 
G3900（2.80GH͉ /2コア）Λ搭載ɻ
S36W・S37Kで最大64GB、D28Uで最大16GBのECC付メモリ搭載が可能
でCPUの༏れた性能Λ最大ݶに発شしま͢ɻ

選べるCPU

各種OSのプリインストールモデルを用意※1

プリインストールOSは、ै དྷより実੷のあるWindows® 7にՃえ、৽たにWindows 
10※2、Windows Server® 2016※3Λ用ҙɻニーズに適したOSબ୒が可能で͢ɻ

以下のプリインストールOSΛબ୒できま͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）※4※3

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）※4※2

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※5※2

 ・WIndows® 7 ProGessional SP1 （32bit※6/64bit※4 ೔本ޠ）
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））※7

● プリインストールOS

お٬様でライセンスΛ含むOSΛ準උし、インストールして͝࢖用いたͩ
くことが可能で͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2012 R2 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2008 R2 SP1 （64bit ೔本ޠ）※8

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※9

 ・Windows® 7 ProGessional SP1 （32bit/64bit ೔本ޠ）※8

 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V6 SP7 （64bit））

●ドライバ提供OS

※1：プリンストールOSਖ਼ࣜ名শは最ऴทΛࢀরくͩさいɻ
※2：Windows 10にͭいてのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরくͩさいɻ
※3：プリインストールOSはEmbeddedライセンスで͢ɻ本੡品には5CALが標準添付されていま͢ɻ
　   ௥ՃCALがඞཁな場合はEmbeddedCALΛ͝用ҙくͩさいɻ
　   D28UはWindows Server® 2016（64bit೔本ޠ൛）プリインストールモデルΛબ୒できまͤΜɻ
রくͩさいɻࢀは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/option/op@sw.html Λࡉৄ   　
※4：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻHDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr 
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※5：Internet Explorer® 11、MicrosoGt Edgeがインストールされていま͢ɻ
　   HDDとSSD（500GB）の場合、パーテーションは
　   ୈ1パーテーション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r
　   ୈ2パーテーション：࢒り（NTFS）
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーテーション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除ٴびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
　   また、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ
※6：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻ HDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：100GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※7：パーティションは、ୈ1パーティション：200MB（eGi）、ୈ2パーティション：976MB（ext4）、ୈ3パーティション：8GB（swap）、
　   ୈ4パーティション：40GB（ext4̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約4GBΛ઎༗ ）r、࢒り（未フΥーマット）ɻ 
、OSのWindows® 7΍Windows Server® 2008 R2 SP1の͝ར用Λ༧定している場合ൢࢢ：8※
　   外付͚DVDドライブΛར用してOSインストールができない場合がありま͢ので、装置構成બ定時、
　　 DVD-ROMドライブ΋しくはDVDスーパーマルチドライブΛ͝બ୒くͩさいɻ
※9：増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ

HDD/SSD、光学系ドライブ、空冷ファン、カレンダ電஑などの各種パーツが容қに交換可能で͢ɻ

イージーメンテナンス設計

●19インチラック取付レールキット
　（オプション：FC-0S1RK-001）

●防塵フィルタ
　（オプション：FC-0S1RR-001）

●筐体カバー操作性改善
　ᝑ体カバーはఱ൘のΈの։ดが可能ɻ
　19インチラック取付レールキット（オプション：FC-0S1RK-001）΍
　19インチラック取付金具（オプション：FC-0S1RK-002）Λ
　実装したままで΋装置内部のメンテφンスが可能で͢ɻ

●フロントカバー

˙装置前面

˙装置背面

˙装置前面
　［S36W］
　［S37K］

˙装置前面
　［D28U］

●空冷用ファン（フロント用）

●フロントフィルタ（添付品） 

●バッテリ

●電源スイッチカバー　
　電源スイッチカバーΛ外͢
　ことによͬて、スイッチカバー
　Λ։ดͤͣに電源ૢ作が
　可能になりま͢ɻ

●スイッチカバー
　前面のスイッチカバーに
　よりૢޡ作Λ防ࢭしま͢ɻ

●ステータス表示LCD
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　アラーム時の装置ঢ়ଶ（エラーՕॴ）および
　通ৗ時の装置ঢ়ଶが֬ೝできま͢ɻ

●フロントマスク
　ディスクドライブ等の౪೉防ࢭ用に
　フロントマスクΛキーでロックできま͢ɻ

●端子台
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　電源リモートコントロール΍、

デジタル入出力のར用が可能で͢ɻ

各部の名称
1̝ 3̝ 4̝ 5̝

8̝9̝1̝01̝11̝21̝31̝4

6̝

7̝

2̝

1̝5 1̝6 1̝7 1̝8 1̝9 2̝0 2̝1 2̝2 2̝3 2̝4

2̝62̝72̝82̝93̝03̝1 2̝5

A̝ B̝ C̝ D̝ E̝ F̝ G̝ H̝ L̝K̝ M̝ N̝

O̝P̝Q̝R̝S̝T̝U̝V̝W̝X̝Y̝Z̝a̝c̝d̝G̝ e̝ b̝

I̝ J̝

˔スイッチカバー
˔電源スイッチカバー
˔ステータス表示LCD※1

˔光学系ドライブカバー
ド̝ライブ4アラームランプ※2

ド̝ライブ3アラームランプ※2

ド̝ライブ2アラームランプ※3

ド̝ライブ1アラームランプ※3

˔ミラーリング/RAIDドライブアラームランプ※3

˔システムアラームランプ
˔ファイルアクセスランプ
˔電源ランプ
˔USBカバー
˔ロック用キーࠩޱࠐ
˔LCDパネルスイッチ
˔DUMPスイッチ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

˔RESTARTスイッチ
˔電源スイッチ
˔光学系ドライブ※4

˔光学系ドライブアクセスランプ
˔光学系ドライブディスクトレイイジェクトボタン
˔光学系ドライブ੍ڧディスクトレイイジェクトボタン
˔ドライブベイ4※5

˔ドライブベイ3※5

˔ドライブベイ2
˔ドライブベイ1
˔空冷用ファン
˔USBコネクタ（1）
˔USBコネクタ（2）
˔ミラーリングアラームブβーON/OFFスイッチ※6

˔カレンダ用バッテリ

˔端子台（T2）※1

˔端子台（T1）※1

˔電源リモートコントロール入力用端子※1

˔電源ステータス出力用端子※1

˔外部電源入力端子※1

˔DO（デジタル出力）端子※1

˔DI（デジタル入力）端子※1

˔空冷用ファン（リア）
˔USBケーブルൈ͚防ࢭ用バンド
˔拡張スロット�7（PCI Express x16 スロット）
˔ᝑ体フック用ロック
˔拡張スロット�5（PCI Express x4 スロット）※7

˔拡張スロット�3（PCI Express x4 スロット）※8

˔拡張スロット�1（PCI Express x1 スロット）
˔拡張スロット�2、�4、�6（PCIスロット）
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（2）

˔USBコネクタ（6）USB3.0
˔USBコネクタ（5）USB3.0
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（1）
˔USBコネクタ（4）USB3.0
˔USBコネクタ（3）USB3.0
˔DisplayPortコネクタ（2）
˔DisplayPortコネクタ（1）
˔デジタルRGB出力コネクタ
˔シリアルコネクタ（2）
˔シリアルコネクタ（1）
˔マイクロホン端子
˔ライン出力端子（ステレオ）
˔ライン入力端子（ステレオ）
˔ओ電源スイッチ
˔AC電源コネクタ（入力用）
˔AC電源ケーブルൈ͚防ࢭ用金具取付部※9

※1： セレクションで拡張キット（FC-1S1LC-001）Λબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※2： Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※3： ミラーリング機能搭載モデル、Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※4： セレクションメニューで、DVDスーパーマルチドライブ、DVD-ROMドライブおよび、非搭載がબ୒可能で͢ɻ
※5： D28Uモデルには搭載されまͤΜɻ
※6： ミラーリング機能搭載モデルΛબ୒された場合ར用可能で͢ɻ
※7： スロット形ঢ়はPCI Express x8
※8： スロット形ঢ়はPCI Express x16
※9： ACケーブル固定金具は、オプション（FC-000RK-001）で͢ɻ

17 

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

a

b

c

d

e

G

˙装置前面

˙装置背面

豊富な拡張性と充実したインタフェース

多彩なファイル構成が可能

SATA仕様500GB HDDにՃえ、大容量2TB HDD、100GB SSD、500GB 
SSD΋બ୒可能で͢ɻ
Advanced RAIDモデルではSAS仕様の600GB HDD΋બ୒できま͢ɻ

● ディスクの種類

PCI Express（x16）スロットΛ1スロット、PCI Express（x4）※2スロット
Λ2スロット、PCI Express（x1）スロットΛ1スロット、合ܭPCI Express
Λ4スロット用ҙɻまたPCIスロット΋3スロット用ҙしていま͢ɻ

● 拡張スロット※1

シリアルポートΛ2ポート標準装උɻまた、シリアルポート増設コネクタ
（FC-1S1SR-001）Λબ୒͢ることで2ポート௥Ճ、合4ܭポートར用が
可能で͢ɻ※3

● シリアル

DisplayPortΛ2ポート、DVI-DΛ1ポート標準装උɻ3ը面のマルチ表示
が可能ɻ1ը面あたり4K（3840×2160ドット※4）表示が可能で͢ɻ
オプションでDisplayPortΛDVIに変換͢るDP-DVI変換コネクタ

（FC-0P0DP-001）と、DisplayPortΛVGAに変換͢るDP-VGA変換
コネクタ（FC-0P0DP-002）Λ用ҙしていま͢ɻ　

● ディスプレイ

ैདྷ機ಉ様、ミラーリング機能搭載モデルΛ用ҙɻ本体電源ΛONにした
まま、システムのӡ用ΛとΊͣ、ނোしたディスクΛ交換できるホットス
ワップ機能Λඋえていま͢ɻ

●ミラーリング機能搭載モデル※1

ディスクΛ最大4台実装可能ɻRAID構成はRAID1にՃえ、RAID5/6/10
Λ޻場で構ஙして出ՙしま͢ɻまた、༧උのディスク͔Βࣗ動తにRAIDΛ
構ஙできるホットスペア΋બ୒可能で͢ɻ࠶

● Advanced RAIDモデル（S36W・S37Kのみ選択可能）※2

※1：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻҟなるディスクのࠞ࡟/にミラー機能Λ௥Ճޙ入ߪ
※2：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻSASドライブ、SATAドライブのࠞ࡟/にRAID機能Λ௥Ճޙ入ߪ
　　 RAID構成のৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/raid.pdG Λࢀরくͩさいɻ
　　 Windows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1、LINUX（MIRACLE LINUX V6 SP7）はAdvanced RAID
       モデル未対応で͢ɻ　

※1：19インチラック取付金具と19インチラック取付レールキットはಉ時に࢖用できまͤΜɻ

※1：拡張スロットのৄࡉは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/slot.pdG ࢀরくͩさいɻ
※2：スロット形ঢ়は拡張スロット�3がPCI Express x16、拡張スロット�5がPCI Express x8で͢ɻ
　   Advanced RAIDモデルはRAIDカード࢖用のたΊ、拡張スロット�5Λ઎༗しま͢ɻ
※3：シリアルポート増設コネクタ（FC-0E0SR-001）でシリアルポートΛ増設͢る場合、BIOSの設定変ߋがඞཁで͢ɻ
　   シリアルポート増設コネクタの増設は1ͭのΈで͢ɻ
※4：DisplayPort࢖用時の最大解像度ɻDVI-D࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ
　   また、DP-DVI変換コネクタ、DP-VGA変換コネクタ࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ

DISK 1

DISK 2 RAID 5

ホットスペア

DISK 3

DISK 4

ྫ1：RAID 5＋ホットスペア

DISK 1

DISK 2
RAID 1

DISK 3

DISK 4

RAID 10

RAID 1

ྫ2：RAID 10

ディスク4台で、RAID 5 +ホットスペアやRAID 10などの構成が可能

˔ ࣸਅは拡張キット（FC-1S1LC-001）搭載モデルです。

ディスク構成 （モデルબ定ޙ、ドライブΛબ୒）

メモリ
ຕ数

［ຕ］

FC-1S1MR-004（容量4GB×1）
FC-1R1MR-008（容量8GB×1）
FC-1S1MR-016（容量16GB×1）

S36W/S37Kのメモリ総容量 D28Uのメモリ総容量
4GB 8GB 16GB 32GB 64GB 4GB 8GB 16GB

※1：Windows 10は装置により型番および正ࣜ名称が異なります。Windows 10の正ࣜ名称は最ऴページの注ऍを参照ください。
※2：Windows® 7 Professional SP1（32bit 日本語）選定時、メモリは4GB×1枚のみの選択となります。
　   なお32bit版OS利用時は、最大搭載メモリ容量は4GBでPCIデバイスなどのメモリアドレス空間と競合するため実際に利用可

能なメモリ容量は約2.15GBまでとなります。
※3：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、増設LAN

ボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）は利用できません。
※4：市販OSのWindows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1のご利用を予定している場合、外付けDVDドライブを利用し

てOSインストールができない場合がありますので、装置構成選定時、DVD-ROMドライブもしくはDVDスーパーマルチドライブ
をご選択ください。

※5：Windows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1、MIRACLE LINUX V6 SP7（64bit）では、Advanced RAIDモデルは
未対応です。Windows® 7プリインストールモデルおよびOS未添付モデル選択時はご注ҙください。

※6：フリーセレクションで選定する枚数は表1を参照ください。D28Uの場合、メモリ૯容量は16GBまで選択可能です。
※7：OSプリインストールモデル選択の場合、ディスクレス（FC-1S1BL-199）は選択出དྷません。
※8：ผ్オプションでディスク増設も可能です。

※9：Advanced RAIDモデルはRAIDボード使用のため、拡張スロット#5を占有しています。
※10：�RAID構成/ディスク台数�のディスク台数とಉ数選択してください。Քಇ૯容量（目安）については、
         https�//Kpn.nec.com/fc/fcpro@series/s36w/pdf/raid.pdf を参照ください。
※11：̍ つのみ選択可能です。
※12：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは未サポートです。
※13：S36Wのみ選択可能です。Winodows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1は未サポートです。

表1：メモリ総容量とメモリセレクション数（޻場出ՙ時は以下͔Βબ୒してくͩさい）

フリーセレクション　※フリーセレクションでఏ示している型൪の୯品ߪ入はできまͤΜɻ

1 フレームモデル
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

保守受付期間延長モデル

FC-S36W-L

標準モデル

FC-S36W-S

プリインストール
OS

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

選択なしPCI-e RASボード
（スロット＃1 PCI-e×1接続）

FC-1S1AS-001
増設LANボード
（1000BASE-T ４ch）
（スロット#3 PCI-e×4接続）

FC-1S1LA-002※11※12
増設LANボード
（10GBASE-T 2ch）
（スロット＃7 PCI-e×8接続）

FC-1S1LA-003※13

DVDドライブ
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DVD-ROMドライブ

FC-1S1DR-001
DVDスーパーマルチドライブ

FC-1S1DV-001
非搭載（カバー付）

FC-1S1ＤB-099

拡張キット
（୒Ұでબ୒ඞਢ） ステータス表示、汎用DI/DO、

リモートON/OFF搭載

FC-1S1LC-001
非搭載(カバー付)

FC-1S1LC-099

シリアルポート増設コネクタ
（2ch）（スロット＃6 PCI接続）

FC-1S1SR-001※11

メモリ※2※6
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DIMM 4GB（4GB×1）

FC-1S1MR-004
DIMM 8GB（8GB×1）

FC-1S1MR-008
DIMM 16GB（16GB×1）

FC-1S1MR-016

FC-1S1SS-001※1 FC-1S1SS-002※1

Windows® 7 Professional 
SP1（64bit 日本語版）

Windows® 7 Professional 
SP1（32bit 日本語版）

FC-1S1SS-003 FC-1S1SS-004※2

Windows Server® 2016
（64bit 日本語版）

FC-1S1SS-005

選択なし

RAID構成/
ディスク台数

A
d
v
a
n
c
e
d
R
A
I
D
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

シングルディスク
［ディスク台数 1］

FC-1S1RA-001

RAID 1
［ディスク台数 2］

FC-1S1RA-011

RAID 1＋ ホットスペア
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-012

RAID 5
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-051

RAID 5＋ ホットスペア
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-052

RAID 5
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-053

RAID 6
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-061

RAID 10
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-101

ディスク種別※10
（୒Ұでબ୒ඞਢ） SATA SSD 100GB（100GB×1）

FC-1S1SD-001

SATA  SSD 500GB（500GB×1）

FC-1S1SD-002

SATA HDD 500GB（500GB×1）

FC-1S1HD-001

SATA HDD 2TB（2TB×1）

FC-1S1HD-002

SAS HDD 600GB（600GB×1）

FC-1S1HD-003

ドライブベイ１

シ
ン
グ
ル
モ
デ
ル
•
デ
ィ
ス
ク
レ
ス
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-101

シングルディスク
SATA SSD 500GB×1

FC-1S1SD-102

シングルディスク
SATA HDD 500GB×1

FC-1S1HD-101

シングルディスク
SATA HDD 2TB×1

FC-1S1HD-102

ディスクレス
（ドライブベイカバー付）

FC-1S1BL-199※7

ドライブベイ2
（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク増設

SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-201

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-202

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-201

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-202

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-299

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル

ミラーリング
SATA SSD 100GB×2

FC-1S1SD-111

ミラーリング
SATA SSD 500GB×2

FC-1S1SD-112

ミラーリング
SATA HDD 500GB×2

FC-1S1HD-111

ミラーリング
SATA HDD 2TB×2

FC-1S1HD-112

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 D28U用

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ１・2
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-S37K-L

標準モデル

FC-S37K-S
Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）

Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-D28U-L

標準モデル

FC-D28U-S
Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

※5
※9

PCI Express
拡張スロット

PCI 拡張スロット
（೚ҙでબ୒）

（೚ҙでબ୒）

2

3

4

5

6

7

8

ᶃ～ᶇは୒Ұでબ୒ɻᶈはモデルબ定ޙ、ドライブ・ディスクΛબ୒ɻᶉᶊは೚ҙでબ୒ɻのॱ൪でフリーセレクションよりબ୒くͩさいɻ

●19インチラック取付金具※1

　（オプション：FC-0S1RK-002）

˔性能ൺֱ※1

S36W

S35W※2

S22U※2

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5 （3.60GHz）

インテル® Celeron® プロセッサー G3900 （2.80GHz）

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v3 （3.50GHz）

D28U
インテル® Core™ i3-6100 プロセッサー （3.70GHz）

S37K

インテル® Celeron® プロセッサー G1820TE （2.20GHz）

※1：౰ࣾ੡品搭載時でのൺֱɻ౰ࣾௐ΂ɻ　※2：ै དྷ機ɻ

低 高

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-007※1※3 FC-1S1SS-008※1※3
S36W用 S37K用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-009※1※3
D28U用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1S1SS-006 FC-1S1SS-099※4※5
S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用
MIRACLE LINUX V7 SP2
（64bit）

1 2 1 2－ －－ －－ －－ －
－ － － －2 21 1－ －－ －
－ － － － － －－ 1 － 12 4
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用途に応じて選べるCPU。多彩なRAID構成で冗長性や
大容量ストレージも実現。様々な現場のIoTシステムで求められる
機能を備えたデスクトップ型ファクトリコンピュータ。

ैདྷ機通りの上Ґ、下ҐモデルにՃえ、৽たに中ҐモデルΛ用ҙɻ
上ҐモデルS36Wはインテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5（3.60GHz/
4コア）、中ҐモデルS37Kはインテル® Core™ i3-6100 プロセッサー

（3.70GHz/2コア）、下ҐモデルD28Uはインテル® Celeron® プロセッサー 
G3900（2.80GH͉ /2コア）Λ搭載ɻ
S36W・S37Kで最大64GB、D28Uで最大16GBのECC付メモリ搭載が可能
でCPUの༏れた性能Λ最大ݶに発شしま͢ɻ

選べるCPU

各種OSのプリインストールモデルを用意※1

プリインストールOSは、ै དྷより実੷のあるWindows® 7にՃえ、৽たにWindows 
10※2、Windows Server® 2016※3Λ用ҙɻニーズに適したOSબ୒が可能で͢ɻ

以下のプリインストールOSΛબ୒できま͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）※4※3

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）※4※2

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※5※2

 ・WIndows® 7 ProGessional SP1 （32bit※6/64bit※4 ೔本ޠ）
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））※7

● プリインストールOS

お٬様でライセンスΛ含むOSΛ準උし、インストールして͝࢖用いたͩ
くことが可能で͢ɻ
 ・Windows Server® 2016 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2012 R2 （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows Server® 2008 R2 SP1 （64bit ೔本ޠ）※8

 ・Windows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB （64bit ೔本ޠ）
 ・Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC （64bit ೔本ޠ）※9

 ・Windows® 7 ProGessional SP1 （32bit/64bit ೔本ޠ）※8

 ・LINUX （MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit））
 ・LINUX （MIRACLE LINUX V6 SP7 （64bit））

●ドライバ提供OS

※1：プリンストールOSਖ਼ࣜ名শは最ऴทΛࢀরくͩさいɻ
※2：Windows 10にͭいてのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরくͩさいɻ
※3：プリインストールOSはEmbeddedライセンスで͢ɻ本੡品には5CALが標準添付されていま͢ɻ
　   ௥ՃCALがඞཁな場合はEmbeddedCALΛ͝用ҙくͩさいɻ
　   D28UはWindows Server® 2016（64bit೔本ޠ൛）プリインストールモデルΛબ୒できまͤΜɻ
রくͩさいɻࢀは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/option/op@sw.html Λࡉৄ   　
※4：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻHDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr 
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※5：Internet Explorer® 11、MicrosoGt Edgeがインストールされていま͢ɻ
　   HDDとSSD（500GB）の場合、パーテーションは
　   ୈ1パーテーション：300GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ）r
　   ୈ2パーテーション：࢒り（NTFS）
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーテーション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約20GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除ٴびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
　   また、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ
※6：Internet Explorer® 11がインストールされていま͢ɻ HDDとSSD（500GB）の場合、パーティションは、
　   ୈ1パーティション：100GB（NTFS̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ）r、
　   ୈ2パーティション：࢒り（NTFS）ɻ
　   SSD（100GB）の場合、ୈ1パーティション：શྖҬ̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約15GBΛ઎༗ ɻr
　   なお、ServicePackの࡟除およびアップグレード、ダウングレードはできまͤΜので͝஫ҙくͩさいɻ
※7：パーティションは、ୈ1パーティション：200MB（eGi）、ୈ2パーティション：976MB（ext4）、ୈ3パーティション：8GB（swap）、
　   ୈ4パーティション：40GB（ext4̡ 出ՙ時にはインストールࡁΈソフトで約4GBΛ઎༗ ）r、࢒り（未フΥーマット）ɻ 
、OSのWindows® 7΍Windows Server® 2008 R2 SP1の͝ར用Λ༧定している場合ൢࢢ：8※
　   外付͚DVDドライブΛར用してOSインストールができない場合がありま͢ので、装置構成બ定時、
　　 DVD-ROMドライブ΋しくはDVDスーパーマルチドライブΛ͝બ୒くͩさいɻ
※9：増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、
　   増設LANボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）はར用できまͤΜɻ

HDD/SSD、光学系ドライブ、空冷ファン、カレンダ電஑などの各種パーツが容қに交換可能で͢ɻ

イージーメンテナンス設計

●19インチラック取付レールキット
　（オプション：FC-0S1RK-001）

●防塵フィルタ
　（オプション：FC-0S1RR-001）

●筐体カバー操作性改善
　ᝑ体カバーはఱ൘のΈの։ดが可能ɻ
　19インチラック取付レールキット（オプション：FC-0S1RK-001）΍
　19インチラック取付金具（オプション：FC-0S1RK-002）Λ
　実装したままで΋装置内部のメンテφンスが可能で͢ɻ

●フロントカバー

˙装置前面

˙装置背面

˙装置前面
　［S36W］
　［S37K］

˙装置前面
　［D28U］

●空冷用ファン（フロント用）

●フロントフィルタ（添付品） 

●バッテリ

●電源スイッチカバー　
　電源スイッチカバーΛ外͢
　ことによͬて、スイッチカバー
　Λ։ดͤͣに電源ૢ作が
　可能になりま͢ɻ

●スイッチカバー
　前面のスイッチカバーに
　よりૢޡ作Λ防ࢭしま͢ɻ

●ステータス表示LCD
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　アラーム時の装置ঢ়ଶ（エラーՕॴ）および
　通ৗ時の装置ঢ়ଶが֬ೝできま͢ɻ

●フロントマスク
　ディスクドライブ等の౪೉防ࢭ用に
　フロントマスクΛキーでロックできま͢ɻ

●端子台
　（拡張キット：FC-1S1LC-001）
　電源リモートコントロール΍、

デジタル入出力のར用が可能で͢ɻ

各部の名称
1̝ 3̝ 4̝ 5̝

8̝9̝1̝01̝11̝21̝31̝4

6̝

7̝

2̝

1̝5 1̝6 1̝7 1̝8 1̝9 2̝0 2̝1 2̝2 2̝3 2̝4

2̝62̝72̝82̝93̝03̝1 2̝5

A̝ B̝ C̝ D̝ E̝ F̝ G̝ H̝ L̝K̝ M̝ N̝

O̝P̝Q̝R̝S̝T̝U̝V̝W̝X̝Y̝Z̝a̝c̝d̝G̝ e̝ b̝

I̝ J̝

˔スイッチカバー
˔電源スイッチカバー
˔ステータス表示LCD※1

˔光学系ドライブカバー
ド̝ライブ4アラームランプ※2

ド̝ライブ3アラームランプ※2

ド̝ライブ2アラームランプ※3

ド̝ライブ1アラームランプ※3

˔ミラーリング/RAIDドライブアラームランプ※3

˔システムアラームランプ
˔ファイルアクセスランプ
˔電源ランプ
˔USBカバー
˔ロック用キーࠩޱࠐ
˔LCDパネルスイッチ
˔DUMPスイッチ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

˔RESTARTスイッチ
˔電源スイッチ
˔光学系ドライブ※4

˔光学系ドライブアクセスランプ
˔光学系ドライブディスクトレイイジェクトボタン
˔光学系ドライブ੍ڧディスクトレイイジェクトボタン
˔ドライブベイ4※5

˔ドライブベイ3※5

˔ドライブベイ2
˔ドライブベイ1
˔空冷用ファン
˔USBコネクタ（1）
˔USBコネクタ（2）
˔ミラーリングアラームブβーON/OFFスイッチ※6

˔カレンダ用バッテリ

˔端子台（T2）※1

˔端子台（T1）※1

˔電源リモートコントロール入力用端子※1

˔電源ステータス出力用端子※1

˔外部電源入力端子※1

˔DO（デジタル出力）端子※1

˔DI（デジタル入力）端子※1

˔空冷用ファン（リア）
˔USBケーブルൈ͚防ࢭ用バンド
˔拡張スロット�7（PCI Express x16 スロット）
˔ᝑ体フック用ロック
˔拡張スロット�5（PCI Express x4 スロット）※7

˔拡張スロット�3（PCI Express x4 スロット）※8

˔拡張スロット�1（PCI Express x1 スロット）
˔拡張スロット�2、�4、�6（PCIスロット）
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（2）

˔USBコネクタ（6）USB3.0
˔USBコネクタ（5）USB3.0
˔LAN（1000BASE-T）コネクタ（1）
˔USBコネクタ（4）USB3.0
˔USBコネクタ（3）USB3.0
˔DisplayPortコネクタ（2）
˔DisplayPortコネクタ（1）
˔デジタルRGB出力コネクタ
˔シリアルコネクタ（2）
˔シリアルコネクタ（1）
˔マイクロホン端子
˔ライン出力端子（ステレオ）
˔ライン入力端子（ステレオ）
˔ओ電源スイッチ
˔AC電源コネクタ（入力用）
˔AC電源ケーブルൈ͚防ࢭ用金具取付部※9

※1： セレクションで拡張キット（FC-1S1LC-001）Λબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※2： Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※3： ミラーリング機能搭載モデル、Advanced RAIDモデルΛબ୒された場合のΈ実装で͢ɻ
※4： セレクションメニューで、DVDスーパーマルチドライブ、DVD-ROMドライブおよび、非搭載がબ୒可能で͢ɻ
※5： D28Uモデルには搭載されまͤΜɻ
※6： ミラーリング機能搭載モデルΛબ୒された場合ར用可能で͢ɻ
※7： スロット形ঢ়はPCI Express x8
※8： スロット形ঢ়はPCI Express x16
※9： ACケーブル固定金具は、オプション（FC-000RK-001）で͢ɻ

17 

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

a

b

c

d

e

G

˙装置前面

˙装置背面

豊富な拡張性と充実したインタフェース

多彩なファイル構成が可能

SATA仕様500GB HDDにՃえ、大容量2TB HDD、100GB SSD、500GB 
SSD΋બ୒可能で͢ɻ
Advanced RAIDモデルではSAS仕様の600GB HDD΋બ୒できま͢ɻ

● ディスクの種類

PCI Express（x16）スロットΛ1スロット、PCI Express（x4）※2スロット
Λ2スロット、PCI Express（x1）スロットΛ1スロット、合ܭPCI Express
Λ4スロット用ҙɻまたPCIスロット΋3スロット用ҙしていま͢ɻ

● 拡張スロット※1

シリアルポートΛ2ポート標準装උɻまた、シリアルポート増設コネクタ
（FC-1S1SR-001）Λબ୒͢ることで2ポート௥Ճ、合4ܭポートར用が
可能で͢ɻ※3

● シリアル

DisplayPortΛ2ポート、DVI-DΛ1ポート標準装උɻ3ը面のマルチ表示
が可能ɻ1ը面あたり4K（3840×2160ドット※4）表示が可能で͢ɻ
オプションでDisplayPortΛDVIに変換͢るDP-DVI変換コネクタ

（FC-0P0DP-001）と、DisplayPortΛVGAに変換͢るDP-VGA変換
コネクタ（FC-0P0DP-002）Λ用ҙしていま͢ɻ　

● ディスプレイ

ैདྷ機ಉ様、ミラーリング機能搭載モデルΛ用ҙɻ本体電源ΛONにした
まま、システムのӡ用ΛとΊͣ、ނোしたディスクΛ交換できるホットス
ワップ機能Λඋえていま͢ɻ

●ミラーリング機能搭載モデル※1

ディスクΛ最大4台実装可能ɻRAID構成はRAID1にՃえ、RAID5/6/10
Λ޻場で構ஙして出ՙしま͢ɻまた、༧උのディスク͔Βࣗ動తにRAIDΛ
構ஙできるホットスペア΋બ୒可能で͢ɻ࠶

● Advanced RAIDモデル（S36W・S37Kのみ選択可能）※2

※1：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻҟなるディスクのࠞ࡟/にミラー機能Λ௥Ճޙ入ߪ
※2：͝ 用はできまͤΜɻ࢖ࡏ除͢ることはできまͤΜɻSASドライブ、SATAドライブのࠞ࡟/にRAID機能Λ௥Ճޙ入ߪ
　　 RAID構成のৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/raid.pdG Λࢀরくͩさいɻ
　　 Windows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1、LINUX（MIRACLE LINUX V6 SP7）はAdvanced RAID
       モデル未対応で͢ɻ　

※1：19インチラック取付金具と19インチラック取付レールキットはಉ時に࢖用できまͤΜɻ

※1：拡張スロットのৄࡉは https�//Kpn.nec.com/Gc/Gcpro@series/s36w/pdG/slot.pdG ࢀরくͩさいɻ
※2：スロット形ঢ়は拡張スロット�3がPCI Express x16、拡張スロット�5がPCI Express x8で͢ɻ
　   Advanced RAIDモデルはRAIDカード࢖用のたΊ、拡張スロット�5Λ઎༗しま͢ɻ
※3：シリアルポート増設コネクタ（FC-0E0SR-001）でシリアルポートΛ増設͢る場合、BIOSの設定変ߋがඞཁで͢ɻ
　   シリアルポート増設コネクタの増設は1ͭのΈで͢ɻ
※4：DisplayPort࢖用時の最大解像度ɻDVI-D࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ
　   また、DP-DVI変換コネクタ、DP-VGA変換コネクタ࢖用時の最大解像度は1920×1200ドットで͢ɻ

DISK 1

DISK 2 RAID 5

ホットスペア

DISK 3

DISK 4

ྫ1：RAID 5＋ホットスペア

DISK 1

DISK 2
RAID 1

DISK 3

DISK 4

RAID 10

RAID 1

ྫ2：RAID 10

ディスク4台で、RAID 5 +ホットスペアやRAID 10などの構成が可能

˔ ࣸਅは拡張キット（FC-1S1LC-001）搭載モデルです。

ディスク構成 （モデルબ定ޙ、ドライブΛબ୒）

メモリ
ຕ数

［ຕ］

FC-1S1MR-004（容量4GB×1）
FC-1R1MR-008（容量8GB×1）
FC-1S1MR-016（容量16GB×1）

S36W/S37Kのメモリ総容量 D28Uのメモリ総容量
4GB 8GB 16GB 32GB 64GB 4GB 8GB 16GB

※1：Windows 10は装置により型番および正ࣜ名称が異なります。Windows 10の正ࣜ名称は最ऴページの注ऍを参照ください。
※2：Windows® 7 Professional SP1（32bit 日本語）選定時、メモリは4GB×1枚のみの選択となります。
　   なお32bit版OS利用時は、最大搭載メモリ容量は4GBでPCIデバイスなどのメモリアドレス空間と競合するため実際に利用可

能なメモリ容量は約2.15GBまでとなります。
※3：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは、増設LANボード（1000BASE-T 2ch：FC-0E0LA-002）および、増設LAN

ボード（1000BASE-T 4ch：FC-1S1LA-002/FC-0R1LA-002）は利用できません。
※4：市販OSのWindows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1のご利用を予定している場合、外付けDVDドライブを利用し

てOSインストールができない場合がありますので、装置構成選定時、DVD-ROMドライブもしくはDVDスーパーマルチドライブ
をご選択ください。

※5：Windows® 7やWindows Server® 2008 R2 SP1、MIRACLE LINUX V6 SP7（64bit）では、Advanced RAIDモデルは
未対応です。Windows® 7プリインストールモデルおよびOS未添付モデル選択時はご注ҙください。

※6：フリーセレクションで選定する枚数は表1を参照ください。D28Uの場合、メモリ૯容量は16GBまで選択可能です。
※7：OSプリインストールモデル選択の場合、ディスクレス（FC-1S1BL-199）は選択出དྷません。
※8：ผ్オプションでディスク増設も可能です。

※9：Advanced RAIDモデルはRAIDボード使用のため、拡張スロット#5を占有しています。
※10：�RAID構成/ディスク台数�のディスク台数とಉ数選択してください。Քಇ૯容量（目安）については、
         https�//Kpn.nec.com/fc/fcpro@series/s36w/pdf/raid.pdf を参照ください。
※11：̍ つのみ選択可能です。
※12：Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSCでは未サポートです。
※13：S36Wのみ選択可能です。Winodows® 7、Windows Server® 2008 R2 SP1は未サポートです。

表1：メモリ総容量とメモリセレクション数（޻場出ՙ時は以下͔Βબ୒してくͩさい）

フリーセレクション　※フリーセレクションでఏ示している型൪の୯品ߪ入はできまͤΜɻ

1 フレームモデル
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

保守受付期間延長モデル

FC-S36W-L

標準モデル

FC-S36W-S

プリインストール
OS

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

Windows 10 IoT Enterprise
2016 LTSB（64bit 日本語版）

選択なしPCI-e RASボード
（スロット＃1 PCI-e×1接続）

FC-1S1AS-001
増設LANボード
（1000BASE-T ４ch）
（スロット#3 PCI-e×4接続）

FC-1S1LA-002※11※12
増設LANボード
（10GBASE-T 2ch）
（スロット＃7 PCI-e×8接続）

FC-1S1LA-003※13

DVDドライブ
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DVD-ROMドライブ

FC-1S1DR-001
DVDスーパーマルチドライブ

FC-1S1DV-001
非搭載（カバー付）

FC-1S1ＤB-099

拡張キット
（୒Ұでબ୒ඞਢ） ステータス表示、汎用DI/DO、

リモートON/OFF搭載

FC-1S1LC-001
非搭載(カバー付)

FC-1S1LC-099

シリアルポート増設コネクタ
（2ch）（スロット＃6 PCI接続）

FC-1S1SR-001※11

メモリ※2※6
（୒Ұでબ୒ඞਢ） DIMM 4GB（4GB×1）

FC-1S1MR-004
DIMM 8GB（8GB×1）

FC-1S1MR-008
DIMM 16GB（16GB×1）

FC-1S1MR-016

FC-1S1SS-001※1 FC-1S1SS-002※1

Windows® 7 Professional 
SP1（64bit 日本語版）

Windows® 7 Professional 
SP1（32bit 日本語版）

FC-1S1SS-003 FC-1S1SS-004※2

Windows Server® 2016
（64bit 日本語版）

FC-1S1SS-005

選択なし

RAID構成/
ディスク台数

A
d
v
a
n
c
e
d
R
A
I
D
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ）

シングルディスク
［ディスク台数 1］

FC-1S1RA-001

RAID 1
［ディスク台数 2］

FC-1S1RA-011

RAID 1＋ ホットスペア
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-012

RAID 5
［ディスク台数 3］

FC-1S1RA-051

RAID 5＋ ホットスペア
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-052

RAID 5
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-053

RAID 6
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-061

RAID 10
［ディスク台数 4］

FC-1S1RA-101

ディスク種別※10
（୒Ұでબ୒ඞਢ） SATA SSD 100GB（100GB×1）

FC-1S1SD-001

SATA  SSD 500GB（500GB×1）

FC-1S1SD-002

SATA HDD 500GB（500GB×1）

FC-1S1HD-001

SATA HDD 2TB（2TB×1）

FC-1S1HD-002

SAS HDD 600GB（600GB×1）

FC-1S1HD-003

ドライブベイ１

シ
ン
グ
ル
モ
デ
ル
•
デ
ィ
ス
ク
レ
ス
モ
デ
ル

（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-101

シングルディスク
SATA SSD 500GB×1

FC-1S1SD-102

シングルディスク
SATA HDD 500GB×1

FC-1S1HD-101

シングルディスク
SATA HDD 2TB×1

FC-1S1HD-102

ディスクレス
（ドライブベイカバー付）

FC-1S1BL-199※7

ドライブベイ2
（୒Ұでબ୒ඞਢ） シングルディスク増設

SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-201

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-202

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-201

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-202

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-299

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル

ミラーリング
SATA SSD 100GB×2

FC-1S1SD-111

ミラーリング
SATA SSD 500GB×2

FC-1S1SD-112

ミラーリング
SATA HDD 500GB×2

FC-1S1HD-111

ミラーリング
SATA HDD 2TB×2

FC-1S1HD-112

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-301

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-302

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-301

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-302

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-399

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

シングルディスク増設
SATA SSD 100GB×1

FC-1S1SD-401

シングルディスク増設
SATA SSD 500GB×１

FC-1S1SD-402

シングルディスク増設
SATA HDD 500GB×１

FC-1S1HD-401

シングルディスク増設
SATA HDD 2TB×１

FC-1S1HD-402

非搭載※8
(ドライブベイカバー付)

FC-1S1BL-499

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用 S36W用 S37K用

S36W用 S37K用 D28U用

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ3
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ4
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

ドライブベイ１・2
（୒Ұでબ୒ඞਢ）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）

Xeon® E3-1275v５ 3.60GHz （4コア/8スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-S37K-L

標準モデル

FC-S37K-S
Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）

Core™ i3-6100 3.70GHz （２コア/４スレッド）
保守受付期間延長モデル

FC-D28U-L

標準モデル

FC-D28U-S
Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

Celeron® G3900 2.80GHz （２コア/2スレッド）

※5
※9

PCI Express
拡張スロット

PCI 拡張スロット
（೚ҙでબ୒）

（೚ҙでબ୒）

2

3

4

5

6

7

8

ᶃ～ᶇは୒Ұでબ୒ɻᶈはモデルબ定ޙ、ドライブ・ディスクΛબ୒ɻᶉᶊは೚ҙでબ୒ɻのॱ൪でフリーセレクションよりબ୒くͩさいɻ

●19インチラック取付金具※1

　（オプション：FC-0S1RK-002）

˔性能ൺֱ※1

S36W

S35W※2

S22U※2

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5 （3.60GHz）

インテル® Celeron® プロセッサー G3900 （2.80GHz）

インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v3 （3.50GHz）

D28U
インテル® Core™ i3-6100 プロセッサー （3.70GHz）

S37K

インテル® Celeron® プロセッサー G1820TE （2.20GHz）

※1：౰ࣾ੡品搭載時でのൺֱɻ౰ࣾௐ΂ɻ　※2：ै དྷ機ɻ

低 高

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

※：D28Uは選択ෆ可

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-007※1※3 FC-1S1SS-008※1※3
S36W用 S37K用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

FC-1S1SS-009※1※3
D28U用

Windows 10 IoT Enterprise 
2021 LTSC（64bit 日本語）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1S1SS-006 FC-1S1SS-099※4※5
S36W用 S37K用 D28U用 S36W用 S37K用 D28U用
MIRACLE LINUX V7 SP2
（64bit）

1 2 1 2－ －－ －－ －－ －
－ － － －2 21 1－ －－ －
－ － － － － －－ 1 － 12 4
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お໰い合Θͤは、下ه΁

日本電気株式会社 1˟08-8001　౦ژ౎ߓ区ࣳޒஸ目7-1（NEC本ࣾビル） 2023年2݄ࡏݱ

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

S36W・S37K・D28U
デスクトップタイプ

ファクトリコンピュータシリーズ
仕様

Microsoft® Windows Server® 2016 for Embedded Systems Standard （5 CAL）（64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB High End （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB Value （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC High End (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Value (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2021 LTSC Entry (64bit 日本語版)
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （64bit 日本語）
Microsoft® Windows® 7 Professional SP1 for Embedded Systems （32bit 日本語）
Asianux Server 7 == MIRACLE LINUX V7 SP2 （64bit）

3

NEC プラットフォーム販売部門
https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail ： Gc-cust!mlsig.Kp.nec.com

※1：ファクトリコンピュータSupportPackは、本体の͝ߪ入೔がサービス։࢝೔となりま͢ɻ
※2：ʮ10年間パックʯΛ͝બ୒される場合、対৅装置本体のߪ入時以߱の保守ड付ظ間が10年間にຬた
　　ない場合は保守ड付ظ間Ԇ௕モデルのબ୒がඞཁで͢ɻ標準モデルの場合、本体のߪ入時఺で、保守
　   ड付ظ間が10年以上であれ͹2021年2݄຤まで10年間パックΛબ୒できま͢ɻ
※3：FC本体（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）とಉ時ߪ入がඞཁで͢ɻ15年間サポートパックのΈ͔ޙΒߪ入は
　　できまͤΜɻ
※4：ॕ ೔Λ除くɻٳ定のط೔、౰ࣾࡇ

電源、ܭるたΊに、マβーボード設͢ݱ用్での耐環境性Λ実ۀ࢈
設ܭ΍冷٫設ܭなど24時間連続ՔಇΛ௥ٻしてࠃ内で設ܭ・ੜ࢈ɻ
また、オリジφル仕様の電源、௕ण໋部品（空冷ファン、電源、コンデ
ンサ等）など、ݫ格な基準によるߴ品質部品Λ࠾用ɻさΒに、੡品検ࠪ
はߴ温エージングによるશ数出ՙ検ࠪΛ実ࢪしていま͢ɻ

RAS機能では、FC本体内部のҟৗΛ検知し、システムো֐Λ未વに
防͢ࢭるさま͟まな機能Λఏڙɻシステムの৴པ性ΛさΒにߴΊま͢ɻ

耐環境性とこだわりの信頼性

万Ұのϋードウェアトラブルに΋҆৺なファクトリコンピュータ
SupportPackΛ用ҙɻ以下のサービスと、サポートظ間（3年間/7年
間/10年間※2/15年間※3）͔ Βબ΂ま͢ɻ

ファクトリコンピュータSupportPack※1

Windows® 7モデルは2024年8݄まで、ͦ のଞのOSモデルは2026
年3݄຤までのڅڙΛ保ূɻまた保守ड付ظ間はڅڙऴྃ7ޙ年間

（標準モデル※1）または、10年間（保守ड付ظ間Ԇ௕モデル）がબ୒
可能で͢ɻ

長期供給・長期保守

により、௕時間連続してՔಇܭ用΍空冷構଄設࠾品質な部品のߴ
さͤることが可能で͢ɻ

24時間連続稼働が可能

ファクトリコンピュータSupportPack のৄࡉ৘ใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/index.html Λ͝ࢀরくͩさいɻ

˔標準モデル※1

信頼性をさらに高めるRAS機能※1

本体内部の温度、FAN、電圧、ミラーカード/RAIDカードなど
のϋードウェアঢ়ଶΛࢹ؂しま͢ɻ
また、HDD/SSDのS.M.A.R.T（SelG-Monitoring Analysis 
and Reporting Technology）৘ใΛࢹ؂しま͢ɻ

・ハードウェア状態監視機能

ϋードウェアঢ়ଶΛ定ظతにࢹ؂し、ファイル΁の保存（ロギン
グ）Λߦいま͢ɻまた、ҟৗ検出時にイベントビューア΁の出力
およびࢦ定プログラムのى動Λߦいま͢ɻ

・ロギング機能/異常出力機能

本体の総通電時間΍消໣品の通電時間Λܭଌ ・ࢹ؂しま͢ɻ
・通電時間監視機能

●ソフトウェアRASツールを標準添付※1

拡張キット（FC-1S1LC-001）બ୒時、装置前面のステータス表
示部に16（ࣈ32）ߦ2ࣈのӳ数ࣈでϋードウェア৘ใ（POST、
アラーム）Λ表示しま͢ɻݱ場でのঢ়ଶ೺Ѳ΍保守サポートの
に໾ཱͪま͢ɻࡍ

・ステータス表示LCD（前面）※4

ʮ電源リモートコントロール機能ʯʮ外部デジタル入出力	各1఺)ʯが
ར用可能で͢ɻ

・ 端子台（T1/T2：背面）

トラブルが発ੜした場合、装置ΛNECࢦ定の୐഑ऀۀがҾき取
りに࢕い、मཧ対応ޙฦ٫しま͢ɻ（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、
（ଇ10೔以内※4で͢ɻݪ

● 引取修理（エコノミー）サービス

トラブルが発ੜした場合、શࠃ約360カॴの最دりのサービス
拠఺͔Β、カスタマエンジニアが設置場ॴまで࢕い、෮چमཧΛ
いま͢ɻߦ

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（HDD、SSD）の保守交換時に、交換したディスクΛ࣋ͪ
と͢る出張मཧサービスで͢ɻ࢈ࢿΒͣ、お٬様のؼ

● 拡張キット（FC-1S1LC-001）※3を提供

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2033年3݄

˔保守ड付ظ間Ԇ௕モデル

間ظڅڙ
保守ड付ظ間

2024年8݄
Windows® 7

ऴྃڅڙ

2026年3݄
Windows® 7
以外څڙऴྃ

2036年3݄

ALARM
BATTERY

ALARM TMP
MB

ALARM FAN
PSU

内容表示

バッテリアラーム

内部温度上ঢアラーム

電源FAN停ࢭアラーム

各アラームΛٙࣅతに発ੜ/解除さͤることができま͢ɻ
システムのアラーム発ੜ時のॲཧ֬ೝに࢖用できま͢ɻņ

・RAS機能チェックツール

（セレクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001）※2

本ボードΛ増設͢ることで、ʮウΥッチドッグタイマ機能ʯʮDC電
源அ検出機能ʯʮ外部入力ࢹ؂機能ʯʮデジタル入出力機能ʯ

ʮ外部通知機能ʯʮFlashROM΁のロギング機能ʯ΍ソフトウェア
RASツールで検出したアラームΛ外部接఺出力しま͢ɻ

・PCI-e RASボード

※1：出ՙ時、ソフトウェアRASツールはインストールされておりまͤΜɻ
用にあたͬてはお٬様でインストールしてくͩさいɻ࢖͝　　
※2：PCI-e RASボード୯体では動作しまͤΜɻソフトウェアRASツールのインストールがඞཁで͢ɻ
　　ैདྷのRASボードは࢖用できまͤΜɻ
※3：͝ 除͢ることはできまͤΜɻ࡟/に拡張キットΛ௥Ճޙ入ߪ
※4：ソフトウェアRASツールで検出した৘ใΛ表示さͤるたΊには、
　　PCI-e RASボード（セクション：FC-1S1AS-001/オプション：FC-000AS-001)がඞཁとなりま͢ɻ

※1：オプションの保守ड付ظ間3年Ԇ௕D（FC-LS001D）はߪ入できまͤΜɻ

˔エラーコードྫ

ご使用の際は、本体添付の電子マニュアルのʮ使用্の注ҙʯをよくおಡみの্、正しくお使いください。
設置環境条件以外の環境（ਫ、࣪ ́、ؾ こり、༉Ԏなどの多い場所など）に設置しないでください。Րނ、ࡂ障、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関͢る͝஫ҙ

周辺機器一覧表 設置環境条件

˗正ࣜ名称 

˔本製品には、有寿命部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。安定してご使用いただくためには定期తな保कによる部品交換が必要になります。有寿命部品の交換時期の目安は、使用ස度や条件により異なりますので、本体添付の電子マニュアルをご参照ください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計算した場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合
があります。　˔֤種拡張機器/OS/アプリέーションの動作確認については、֤ メーカにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンや詳細機能などは、予ࠂなく変更する場合があります。ͦ れに൐い一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔予ࠂなく固定
ディスクドライブの容量、光学系ドライブなどの଎度を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本ࠃ内でのみ販ചするものであり、当社ではւ外の保कサービスおよび技術サポートは行っておりません。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保क受
付期間中に技術サポートをऴྃする場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外ࠃҝସ及び外ࠃ๵қ法の規定により、規制՟෺などに֘当する場合は、日本ࠃ外に࣋ͪ出す際には、日本ࠃ੓෎の༌出ڐ可ਃ੥など、必要なख続きをお
取りください。詳しくは、マニュアルまたは֤製品に添付しております注ҙ書きをご参照ください。　˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品ではありませんのでご注ҙください。

˗注ҙ事߲

※Microsoftは、ถࠃMicrosoft Corporation およびͦのؔ࿈会社の঎標です。　※Windows、Windows Sever、Microsoft Edge、Internet Explorerは、ถࠃ Microsoft 
Corporationのถࠃおよびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標です。　※インテル、Intel、Xeon、Intel Core、Celeron、Intel SpeedStepは、アメリカ合ऺࠃおよび/またはͦ のଞの
における Intel Corporation またはͦࠃ の子会社の঎標です。　※Linuxは、Linus Torvaldsࢯの日本およびͦのଞのࠃにおけるొ࿥঎標または঎標です。　※Asianuxは、
サイバートラストࣜג会社の日本におけるొ࿥঎標です。　※MIRACLE LINUXの名称およびロΰは、サイバートラストࣜג会社のొ࿥঎標です。　※本書に記載されている
会社名、঎品名は֤社の঎標またはొ࿥঎標です。　※本書のͦのଞのొ࿥঎標および঎標は、ͦ れͧれの所有ऀにؼ属します。

˗঎標

項目 型名 S36W※1※2 S37K※1※2 D28U※1※2

CPU※3 インテル® Xeon® プロセッサー E3-1275 v5 インテル® Core™ i3-6100 プロセッサー インテル® Celeron® プロセッサー G3900

動作周波数※4 3.60GHz（Intel® Turbo Boost 
Technology 搭載 最大4.00GHz） 3.70GHz 2.80GHz

コア数/スレッド数 4コア/8スレッド 2コア/4スレッド 2コア/2スレッド
キャッシュメモリ 8MB（3次キャッシュ） 3MB（3次キャッシュ） 2MB（3次キャッシュ）

システムバス 8GT/s DMI※5

チップセット インテル® C236 チップセット
メモリ※6 PC4-19200 / SDRAM（DDR4-2400 Unbuffered DIMM ECC機能付き）

最大容量 64GB※7、DIMMスロット×4 16GB※7、DIMMスロット×4
メモリバス 2133MHz

表示機能※8 インテル® HDグラフィックス530 （CPU内蔵） インテル® HDグラフィックス510 （CPU内蔵）
ビデオRAM　最大容量 搭載メモリの1/2※9

最大
解像度

DisplayPort 3840×2160ドット（QFHD 4K、1677万色、最大60Hz）
DVI-D 1920×1200ドット（WUXGA、1677万色）

マルチディスプレイ機能 サポート
サウンド機能 インテル® C236チップセット内蔵 ＋ ALC888搭載

補
助
記
憶
装
置

光学系ドライブ※10 ［セレクション］ DVD-ROMドライブまたはDVDスーパーマルチドライブ ×1

ディスク
ドライブ
※13

最大搭載数 4台 2台
ディスク種別 SATA HDD（500GB）、SATA HDD（2TB）、SATA SSD（100GB）、SATA SSD（500GB）、SAS HDD（600GB）※11

ドライブ
ベイ
構成※14

Advanced RAIDモデル
最大総容量：6TB（HDD 2TB ×4 / RAID5）
最小総容量：100GB（SSD 100GB ×1/RAID設定無し）
RAID 0/1/5/6/10 （ホットスペア可）

−

ミラーリング機能搭載
モデル※15

ドライブベイ1・2：ミラーリング
ドライブベイ3・4：シングルディスク/非搭載 ドライブベイ1・2：ミラーリング

※12 シングルディスク
モデル※15※16

ドライブベイ1：シングルディスク
ドライブベイ2・3・4：シングルディスク/非搭載

ドライブベイ1：シングルディスク
ドライブベイ2：シングルディスク/非搭載

ディスクレスモデル※15※16※17 非搭載

インター
フェース※12

USB※18 6ポート（USB 3.0対応×4ポート（本体背面）、USB 2.0対応×2ポート（本体前面））
シリアル 最大115,200bps D-sub9ピン×2（オス）
ディスプレイ DisplayPort×2（メス）、DVI-D 24ピン×1（メス）
ネットワーク RJ45（1000BASE-T / 100BASE-TX / 10BASE-T ） LANコネクタ×2 Remote Power ON機能サポート※19

サウンド関連 ライン入力（ステレオ、ミニジャック）、ライン出力（ステレオ、ミニジャック）、マイク入力（モノラル、ミニジャック）、モノラルスピーカ内蔵※20

拡張
スロット※12

スロット数 7スロット
PCI Express（x16）スロット 1スロット、ロングサイズ（312.0（W）×112.0（D）mm） PCI Express Base Specification Gen3.0
PCI Express（x4）スロット※21 2スロット、ロングサイズ（312.0（W）×112.0（D）mm） PCI Express Base Specification Gen3.0※22

PCI Express（x1）スロット 1スロット、ロングサイズ（312.0（W）×112.0（D）mm） PCI Express Base Specification Gen3.0※23

PCIスロット 3スロット、ロングサイズ（312.0（W）×112.0（D）mm） 32bit / 33MHz / 5V仕様、PCIバス適合規格 Rev2.2

RAS
拡張キット ［セレクション］ 拡張キット（FC-1S1LC-001） ステータス表示LCD、端子台（T1/T2） 搭載
RAS
機能

標準機能※24 ソフトウェアRASツール
セレクションまたはオプション PCI-e RASボード（FC-1S1AS-001 / FC-000AS-001）

電源リモートコントロール機能 ［セレクション］ 拡張キット（FC-1S1LC-001）にて搭載
規格等 欧州RoHS準拠、VCCI class A 適合

消費電力
※25

Advanced RAIDモデル 約210W（最大約540W） 約175W（最大約500W） −
ミラーリング機能搭載モデル 約195W（最大約540W） 約160W（最大約500W） 約110W（最大約440W）
シングルディスクモデル※16 約180W（最大約540W） 約145W（最大約500W） 約95W （最大約440W）
ディスクレスモデル※16※17 約175W（最大約540W） 約140W（最大約500W） 約90W （最大約440W）

皮相電力
※25

Advanced RAIDモデル 約213VA（最大約545VA） 約178VA（最大約505VA） −
ミラーリング機能搭載モデル 約198VA（最大約545VA） 約163VA（最大約505VA） 約113VA（最大約445VA）
シングルディスクモデル※16 約183VA（最大約545VA） 約148VA（最大約505VA） 約98VA （最大約445VA）
ディスクレスモデル※16※17 約178VA（最大約545VA） 約143VA（最大約505VA） 約93VA （最大約445VA）

発熱量
※25

Advanced RAIDモデル 約756kJ（最大約1944kJ） 約630kJ（最大約1800kJ） −
ミラーリング機能搭載モデル 約702kJ（最大約1944kJ） 約576kJ（最大約1800kJ） 約396kJ（最大約1584kJ）
シングルディスクモデル※16 約648kJ（最大約1944kJ） 約522kJ（最大約1800kJ） 約342kJ（最大約1584kJ）
ディスクレスモデル※16※17 約630kJ（最大約1944kJ） 約504kJ（最大約1800kJ） 約324kJ（最大約1584kJ）

省エネ法（2021年度基準）に基づくエネルギー消費効率※26 13.8（区分1) 10.3（区分1) 7.7（区分1)※27

外形寸法 420.0（W）×422.0（D）×163.0（H）mm（コネクタ部は除く、ゴム足含む）

質量※28

Advanced RAIDモデル 約16.0kg 約16.0kg −
ミラーリング機能搭載モデル 約14.2kg 約14.2kg 約14.2kg
シングルディスクモデル※16 約13.3kg 約13.3kg 約13.3kg
ディスクレスモデル※16※17 約12.5kg 約12.5kg 約12.5kg

添付品 リカバリDisc（OSプリンストールモデルの場合）、バックアップDisc、ACケーブル、フィルタ、ゴム足、鍵など※29

分類 型名 品名
キーボード
マウス

FC-KB008U キーボード（USB）
FC-000MS-005 光学マウス（USB）

メモリ
FC-0S1MR-004 増設 RAM ボード（4GB、DDR4）
FC-0S1MR-008 増設 RAM ボード（8GB、DDR4）
FC-0S1MR-016 増設 RAM ボード（16GB、DDR4）

ファイル装置

FC-0S1HD-001 HDD（500GB：3.5 型SATA）※1

FC-0S1HD-002 HDD（2TB：3.5 型SATA）※2

FC-0S1HD-003 HDD（600GB：2.5 型SAS）※3

FC-0S1SD-001 SSD（100GB：2.5 型SATA）※4※5

FC-0S1SD-002 SSD（500GB：2.5 型SATA）※1※5

FC-0E0FA-001 フロントアクセスドライブベイアダプタ（2.5型対応）
FC-000FA-001 フロントアクセスドライブベイアダプタ（3.5型対応）

拡張ボード

FC-0E0LA-002 LAN ボード（1000BASE-T/2ch/PCI-Express x4）※6

FC-0R1LA-002 LAN ボード（1000BASE-T/4ch/PCI-Express x4）※6

FC-0R1LA-003 LAN ボード（10GBASE-T/2ch/PCI-Express x8）※7

FC-0E0SR-001 シリアルポート増設コネクタ（2ch）
FC-000AS-001 PCI-e RASボード
FC-TB005 RAS ボード用端子台セット※8

FC-0S1GA-001 補助電源ケーブル
FC-0P0DP-001 DP-DVI変換コネクタ
FC-0P0DP-002 DP-VGA変換コネクタ

防塵フィルタ・
取付金具

FC-0S1RR-001 防塵フィルタ（リア）
FC-0S1RK-001 19インチラック取付レールキット※9

FC-0S1RK-002 19インチラック取付金具※10

FC-0S1PC-001 PCIストッパー（上部抑えプレート）　
FC-000RK-001 ACケーブル固定金具（5個入り）

保守・
交換用部材

FC-0S1FF-001 空冷用ファン（フロント）※5

FC-0S1FF-002 空冷用ファン（リア）※5

FC-0S1DR-001 DVD-ROM ドライブ（交換用）※5※11

FC-0S1DV-001 DVD スーパーマルチドライブ（交換用）※5※11

FC-000BT-002 バッテリ（交換用）※5

FC-0S1FR-001 フロントフィルタ（交換用）※5

項目

S36W ・ S37K ・ D28U

HDD動作時
（光学系ドライブ非動作時)

HDD/SSD/光学系ドライブ
動作時

ディスクレスモデル
SSD動作時（HDD未実装）

（光学系ドライブ非動作
 または未実装時）

周囲温度※1※2 5 ～ 45℃（5 ～ 40℃） 5 ～ 40℃（5 ～ 35℃） 0 ～ 45℃（0 ～ 40℃）
保存温度※3 −20 ～ 60℃ −20 ～ 65℃
湿度（非結露） 20 ～ 80％ 20 ～ 90％
保存湿度（非結露） 20 ～ 80％ 20 ～ 90％

浮遊塵埃※4 特にひどくないこと［0.3mg/m3］JEITA IT-1004B class B※7

導電性および吸湿性の塵埃がないこと
腐食性ガス ガスが検知されない良好な環境であること JEITA IT-1004B class B※7

耐振性※5
連続 2.0m/s2

短時間 4.9m/s2

JEITA IT-1004B class B※7

連続 1.0m/s2

短時間 2.0m/s2

JEITA IT-1004B class A※7

連続 4.9m/s2

短時間 9.8m/s2

JEITA IT-1004B class S1※7

耐衝撃性
（XYZ各方向 3回）※5 通電 19.6m/s2、非通電 98m/s2

電源電圧※6 AC100 ～ 240V ＋10%、−15% （AC85 ～ 264V）
電源周波数 50 / 60Hz ±3Hz
電源雑音 1kVp-p 50ns ～ 1μs パルス
絶縁抵抗値 20MΩ （DC500V）
絶縁耐圧 AC1.5kV  1分間
漏洩電流 1mA 以下
静電気耐力 ±6kV （接触放電）、±8kV （気中放電）
瞬時停電 30ms 以下（定格電圧時）
接地 D種

※1： 型名/型番については、セレクションメニュー表をご参照ください。世代番号の
詳細はホームページを参照願います。 

※2：ドライバ提供OSはWindows 10 IoT Enterprise 2016 LTSB（64bit 日
本語）、Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC（64bit 日本語）、
Windows® 7 Professional SP1 （32bit/64bit 日本語）、Windows 
Server® 2016（64bit 日本語）、Windows Server®  2012 R2（64bit 
日本語）、Windows Server® 2008 R2 SP1 （64bit 日本語）、Asianux 
Server 7 == MIRACLE LINUX V7 SP2（64bit 日本語）、Asianux 
Server 6 == MIRACLE LINUX V6 SP7(64bit 日本語）。

        ドライバ提供OS用のドライバは、本体添付のバックアップDisc媒体に格納
されています。なお、市販OSのWindows® 7やWindows Server® 2008 
R2 SP1 のご利用を予定している場合、外付けDVDドライブを利用してOS
インストールができない場合がありますので、装置構成選定時、DVD-ROMド
ライブもしくはDVDスーパーマルチドライブをご選択ください。

※3： 使用環境や負荷によりCPU動作をダイナミックに変化させる制御機能を搭載
しています。

※4： プリインストールOS以外でのOS環境では、拡張版Intel SpeedStep®機能
がご使用できない場合があります。

※5： DMIはDirect Media Interfaceの略です。
※6： 搭載メモリはセレクションメニューで4GB/8GB/16GBの中から選択可能で

す。増設RAMボードとしてFC-0S1MR-004（4GB、DDR4）、FC-0S1MR-008
（8GB、DDR4）、FC-0S1MR-016（16GB、DDR4）が利用できます。機種によ
り最大搭載メモリ容量は異なります。

※7： Windows® 7 Professional SP1(32bit 日本語)選定時、 メモリは4GB×
1枚のみの選択となります。なお、32bit版OS利用時、最大搭載メモリ容量は
4GBでPCIデバイスなどのメモリアドレス空間と競合するため実際に利用可能
なメモリ容量は約2.15GBまでとなります。

※8： 本体のもつ解像度および表示色の能力であり、接続するディスプレイによって
は表示できないことがあります。

※9： ビデオRAMは、メインメモリを使用します。ご使用のOS等動作状況により利用
可能なビデオRAM容量が変化します。本体のハードウェア構成、ソフトウェア構
成、BIOSおよびディスプレイドライバの更新、搭載するメインメモリの容量によっ
て利用可能なビデオRAMの最大値が変わる場合があります。

※10：ご購入後、光学系ドライブの構成を変更することはできません。
※11：SAS HDD（600GB）はAdvanced RAIDモデルのみ対応。
※12：市販品のご利用にあたっては、事前にお客様にてご評価/ご確認をお願い致します。
※13：固定ディスクドライブ（FC-0S1SD-001：100GB SSD（SATA）、FC-0S1SD-002 

：500GB SSD（SATA）、FC-0S1HD-001：500GB HDD（SATA）、
FC-0S1HD-002：2TB HDD（SATA）、FC-0S1HD-003：600GB HDD

（SAS））、フロントアクセスドライブベイアダプタ（FC-0E0FA-001）に実装し
た市販の2.5型固定ディスクドライブ、または、フロントアクセスドライブベイアダ
プタ（FC-000FA-001）に実装した市販の3.5型固定ディスクドライブが、空き
フロントアクセスドライブベイに実装可能です。

※14：D28Uはドライブベイ3・4はありません。
※15：ご購入後Advanced RAID機能を追加することはできません。
※16：ご購入後ミラーリング機能を追加することはできません。
※17：OSプリインストールモデルは選択できません。
※18：接続する周辺機器および本体を利用するソフトウェアが、本インタフェース

に対応している必要があります。1ポートで使用できる電流容量はフロント側
（USBコネクタ（1）〜（2））：最大0.5A / リア側（USBコネクタ（3）〜（6））：
最大0.9Aまでとなります。

※19：ネットワークアダプタ冗長化はWindows Sever® 2016で対応しておりま
す。ただし、環境に大きく依存するため装置として動作保障はしておりませ
ん。ネットワークアダプタ冗長化を使用される場合、事前に使用環境での
事前検証をお願い致します。なお、Windows 10 IoT Enterprise 2016 
LTSB、Windows 10 IoT Enterprise 2021 LTSC、Windows® 7 
Professional、LINUX（MIRACLE LINUX V7 SP2）は非対応です。

※20：内蔵スピーカは、本機のアラームを通知することを考慮して搭載しております。
オーディオ再生等の際は、市販の外付けスピーカをご利用ください。

※21：スロット形状はPCI Express x16、PCI Express x8です。
※22：Advanced RAIDモデルはRAIDボード使用のため占有しています。（拡張スロット#5）
※23：PCI-e RASボード使用時は占有します。（拡張スロット#1）
※24：RAS機能として、ソフトウェアRASツールは標準添付しております。ソフトウェ

アRASツールはインストールしておりません。必要に応じてお客様でインストー
ルしてください。ソフトウェアRASツールでは、ハードウェア状態監視機能（温
度、FAN、電圧、ミラーリング、メモリ）、SMART監視機能、ウォッチドッグタ
イマ監視、バッテリアラーム検出機能、外部入力監視機能、デジタル入出
力機能、ロギング機能、通電時間計測機能、ハードウェア寿命診断、RAS
機能チェックツール機能をサポートしています。外部アラーム出力はPCI-e 
RASボード（FC-1S1AS-001/FC-000AS-001）が必要となります。
RAS機能の詳細については、本体添付のバックアップDiscに格納されて
いる、ソフトウェアRASツール取扱説明書を参照してください。

※25：本体＋キーボード＋マウス＋ディスプレイの構成で、CPUのコア（スレッド）を
全て有効にして本体を動作させた時の測定値で表記しています。CPUのコ
ア数（スレッド数）や動作周波数、本体の動作条件によっては、記載している
消費電力値より低くなります。出荷時の装置構成および設定にて、負荷ソフ
トウェアを実行させた状態で計測した値をもとに表記しています。

※26：エネルギー消費効率とは、中央演算処理装置、補助記憶装置及び主記憶
装置の消費電力あたりの性能を幾何平均して得られる数値です。

※27：本製品は、省エネ法(2021年度基準)を未達成(100%未満)となります。
※28：出荷構成（本体のみ（Advanced RAIDモデル：HDD×4台、ミラーリング機

能搭載モデル：HDD×2台、シングルディスクモデル：HDD×1台、ディスクレ
スモデル：ディスクなし） /光学系ドライブ搭載）での測定値になります。

※29：キーボード/マウスは未添付です。

※1： 仕様＝容量 約500GB
※2： 仕様＝容量 約2TB
※3： 仕様＝容量 約600GB
※4： 仕様＝容量 約100GB
※5： 受注生産品です。
       納期目安：受注後 3ヶ月 
※6： Windows 10 IoT Enterprise 

2021 LTSCでは、利用できま
せん。

※7： S36Wのみ使用可能です。
　　　ただし、Winodows® 7、
　　　Windows Server® 2008は   

未サポートです。
※8： 利用できる圧着端子は2‐3.5

　相当品または2Y‐3.5相当品と
　なります。

※9： 前後マウントアングル間のピッチ
      が660mm 〜 900mmのEIA

　 規格ラックに対応しています。
※10：本金具のみでラックに本体を
　　　固定できません。ご使用のラッ

クメーカ天板、取り付けレール
等との併用でご使用ください。

※11：ご購入後、光学系ドライブの構
成を変更できません。

※1：（　）内は、添付のフロントフィルタ（前面用）またはオプションのフロントフィルタ（交換用）（FC-0S1FF-001）装着時。
※2：周囲温度の影響でシステム時計の時刻が現在時刻から大きくずれることがあります。システム時計に高い精度が求められる場合には、タイムサーバ（NTP

サーバ等）の運用を推奨します。
※3：オプションのキーボード/マウスの保存温度は、FC-KB008U：-20 〜 60℃ /FC-000MS-005：-20 〜 60℃です。
※4：塵埃の多い場所あるいは金属粉/オイルミスト/腐食性ガスなどがある環境で使用される場合は、防塵ラックや密閉筐体などに収容してご使用ください。
※5：本体の固有周波数と近接した場合に生じる共振現象における耐力を保証できるものではありません。
※6：本体に搭載の電源ユニットは力率改善電源です。矩形波タイプのUPS（無停電電源装置）はご使用できません。正弦波出力タイプを接続してください。
※7：JEITAは一般社団法人 電子情報技術産業協会（Japan Electronics and Information Technology Industries Association）の略称です。




